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北大阪商工会議所

北大阪商工会議所公式LINEアカウントで
経営に役立つ情報、府市からの支援策など
を随時発信！

今月の表紙：心身堂airfeel

北大阪商工会議所北大阪商工会議所　公式アプリ開設
公式LINEアカウント開設

LINE

右のQRコードを読み取って
ぜひご登録ください

Androidの方はこちら

iPhoneの方はこちら

モノづくり×まちづくり
ー 前編 ー

特　集

北大阪商工会議所公式アプリをスマホに
入れていただくと、補助金等施策情報を
始め、確定申告、源泉徴収、労働保険年度
更新の各時期など経営に必要な情報をリアル
タイムで通知、情報に直接アクセスでき、
経営の羅針盤としてご活用いただけます！
今すぐダウンロードを！

7•8
お客様のニーズに合わせてカタチ

4 4 4

にします。

お客様の制作意図をより深く理解し、ご満足いただけるデザインを創造します。
地域密着ならではのきめ細かな対応で高品質印刷物の納品をお約束します。

印刷物制作の予算・部数・納期など企画の段階からご相談ください。
写真撮影・デザインから印刷・納品までトータルにサポートします。

〒000-0000 大阪市城東区今福北３-７-２
TEL ：06-6000-0000　FAX：06-6000-0000

株式会社ディーデザイン

田 中 真 由 美

企画室
室長

Tanaka Mayumi

http://d-design.jp

E-mail: tanaka@d-design.jp

〒000-0000 大阪市城東区今福北３-７-２
TEL ：06-6000-0000　FAX：06-6000-0000Mobile：000-000-0000

E-mail：sugiyama@d-design.jp　http://d-design.jp

株式会社ディーデザイン

杉 山 宏 樹

営業本部

S u g i y a m a  H i r o k i

https://www.daicolo.co.jp

大阪本社 〒573-1132 大阪府枚方市招提田近2-8 ☎072-850-0771（代）・大阪営業部 ☎072-819-5288・営業２課 ☎072-867-3436
東京支社 〒131-0034 東京都墨田区堤通1-19-9 リバーサイド隅田セントラルタワー２階 ☎03-3619-6117 ／ 札幌支店 ☎011-743-7748
仙台支店 ☎022-792-6321 ／ 名古屋支店 ☎052-483-7510 ／ 愛媛クリエイティブラボ ／ 広島支店 ☎082-249-6911 ／ 福岡支店 ☎092-413-3888 ISO14001：2015 大阪本社・工場

お問い合わせ：大阪本社営業２課 ☎072-867-3436

営業品目
会社案内・パンフレット・カタログ・チラシ・ポスター・大型ポスター

名刺・写真入り名刺・IDカード・社員証・会員証・名簿・賞状

領収書・請求書・納品書・各種伝票・チケット・メニュー

DM・ハガキ・年賀状・暑中見舞・招待状・各種案内状・各サイズ封筒

社内報・広報誌・記念誌・写真集・作品集・画集・図録・書籍

商品パッケージ・包装紙・紙器・シール・不織布バッグ・紙バッグ

図書カード・QUOカード・カレンダー・カレンダーカード

クリアファイル・マウスパッド・下敷き・うちわ・カメラ・撮影機器

商品写真撮影・インターネット写真販売

あらゆる印刷物を
より良い“パートナーシップ”で



交野の地図を創る。
森英興産は交野市を拠点に、上下水道工事、道路、河川などの公共工事や宅地造成工事を行っております。
近年は地震や津波といった災害が多く、又それに対応できるよう、森英興産ならびに地元業者が
「交野市建星会」という災害ボランティア団体を結成しております。
これからも地域の皆様の暮らしを見守り、人々の笑顔と交野の美しい自然を残し、交野の地図を創り続けた
いと思っております。

お客様は神様です。
森英興産は、『顧客第一主義』『地域社会への貢献』理念で社会のお役に立つこと、地域の皆様に喜ばれるよ
うに頑張っています。
公共工事・造成工事はもとより、建築工事・外構工事やリフォームなどの工事に関する御用がございました
ら、お気軽にご相談くださいますようお願い申し上げます。

営業種目：総合建設業・総合管理業・設計業務　　建設業許可：大阪府知事（般-３）第117756号

代表取締役：森　英介　本社：交野市南星台2丁目1-2
第二資材置場：交野市星田北６丁目11-20
TEL：072-892-4567　FAX：072-892-4141

企
業
理
念

着工前 施工中 完　了

護岸整備工事

着工前 完了

森南傍示線道路拡幅工事



Nijiriguchiの躙り口

今回のNijiriguchiの主人公は、
整体×アロマのもみほぐし屋さん

「心身堂airfeel」のオーナーセラ
ピスト尾山沙織氏。2014年の開
業以来、来店客一人ひとりの体調
に合わせたオールハンド(手もみ)
による丁寧な施術が支持を集め、
枚方市内でも屈指の人気店へと
成長した。中には、家族三世代で
尾山氏の施術を受けに来る顧客も
おり、現在の会員数は1400人に
上るという。今年(2023年)９月
には新店舗への移転を控える。そ
こでは、新たに脱毛やシミの除去、
肌のリフトアップ効果がある「ハ
イフ」といったエステメニューを
充実させ、髪の毛から足先まで全
身のケアができるサロンへと生ま
れ変わる予定だ。「スタッフも増
えるので、一人ではできなかった
ことにもチャレンジしていきた
い」。リニューアル準備に追われ
る尾山氏が、今後の展望を語って
くれた。

（詳しくは11頁）

令和５年７月１日　毎月１日発行　通巻627号
北大阪商工会議所　［枚方市・寝屋川市・交野市］
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モノづくり×まちづくり
— 前編 —

「君は生き残ることが出来るか」というのは日本を代表するロボットアニメのひとつ「機動戦士ガンダム」のCMキャッチ

フレーズ。シャア・アズナブルの声優で著名な池田秀一氏のフレーズが脳裏に浮かぶ方も多いのではないだろうか。従来からモノ

づくり企業が自社のCSRのために、または生き残りをかけて積極的に地域活性化に取り組む事例を耳にすることも多いが、

近年ではその目的や効用が多様化しているようだ。当所管内の枚方・寝屋川・交野には意外と製造業が多い。モノづくり

企業がまちづくりに貢献するアプローチのひとつで近年注目されているオープンファクトリーという取り組みはご存じだろ

うか。今回は２回に渡ってモノづくり企業における地域経済活性化への挑戦と北大阪の方向性について取り上げたい。

「
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う
と
一
般
的
に
は

商
業
や
サ
ー
ビ
ス
業
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
シ
ャ
ッ
タ
ー
通

り
商
店
街
の
活
性
化
、
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
の
誘
致
、
中
心
市
駅
前
の
に
ぎ
わ

い
創
出
…
概
ね
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
が
主
役

だ
ろ
う
。
商
業
に
力
を
入
れ
て
い
る
商
工

会
議
所
は
時
に
「
商
業
会
議
所
」
と
揶
揄
さ

れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
一
方
で
、
会
員

数
・
議
員
数
の
多
く
を
モ
ノ
づ
く
り
企
業
が

占
め
、
工
業
関
係
団
体
の
事
務
局
や
事
業

に
力
を
入
れ
て
い
る
商
工
会
議
所
も
存
在

し
、
そ
う
い
っ
た
商
工
会
議
所
は
得
て
し

て
「
工
業
会
議
所
」
と
揶
揄
さ
れ
る
。
日
本

全
国
で
１
、7
1
8
市
町
村（
市
7
9
2
・
町

7
4
3
・
村
1
8
3
）も
あ
れ
ば
、
地
域
ご

と
に
特
色
が
出
て
き
て
し
ま
う
の
は
致
し
方

な
い
か
も
し
れ
な
い
。

と
り
わ
け
当
所
は
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

後
者
に
該
当
す
る
。
…
意
外
、
と
思
わ
れ

る
方
も
多
い
だ
ろ
う
。
枚
方
市
・
寝
屋
川

市
・
交
野
市
を
管
轄
す
る
商
工
会
議
所
で
あ

り
、
各
々
京
阪
電
鉄
、
百
貨
店
、
そ
し
て
京

阪
沿
線
の
駅
前
に
は
飲
食
店
を
始
め
、
小
売
、

サ
ー
ビ
ス
業
が
所
狭
し
と
建
ち
並
ん
で
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
中
に
は
個
人
店
も
多
い
。

小
規
模
事
業
者
支
援
を
御
旗
に
掲
げ
る
中
小

企
業
相
談
所
を
抱
え
る
当
所
と
し
て
は
、
当

然
支
援
を
通
し
て
関
わ
り
も
深
そ
う
な
も
の

だ
が
、
全
て
を
網
羅
し
き
れ
て
い
な
い
の
が

現
状
だ
。
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
へ
の
取
り
組
み

を
強
化
す
れ
ば
、
会
員
数
の
増
加
に
も
繋
が

り
そ
う
な
も
の
だ
が
…
そ
の
話
は
ま
た
別
の

機
会
に
取
り
上
げ
て
い
き
た
い
。

「
君
は
生
き
残
る
こ
と
が
出
来
る
か
」
と

い
う
の
は
日
本
を
代
表
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ニ

メ
の
ひ
と
つ
「
機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
」
の

C
M
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
。
シ
ャ
ア
・
ア
ズ

ナ
ブ
ル
の
声
優
で
著
名
な
池
田
秀
一
氏
の
フ

レ
ー
ズ
が
脳
裏
に
浮
か
ぶ
方
も
多
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
従
来
か
ら
モ
ノ
づ
く
り
企

業
が
自
社
の
C
S
R
の
た
め
に
、
ま
た
は
生

き
残
り
を
か
け
て
積
極
的
に
地
域
活
性
化
に

取
り
組
む
事
例
を
耳
に
す
る
こ
と
も
多
い
が
、

近
年
で
は
そ
の
目
的
や
効
用
が
多
様
化
し
て

い
る
よ
う
だ
。
前
述
の
通
り
、
当
所
管
内
の

枚
方
・
寝
屋
川
・
交
野
に
は
意
外
と
製
造
業

が
多
い
。
モ
ノ
づ
く
り
企
業
が
ま
ち
づ
く
り

に
貢
献
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
ひ
と
つ
で
、
近

年
注
目
さ
れ
て
い
る
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
と
い
う
取
り
組
み
は
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。

今
回
は
２
回
に
渡
っ
て
モ
ノ
づ
く
り
企
業
に

お
け
る
地
域
経
済
活
性
化
へ
の
挑
戦
と
北
大

阪
の
方
向
性
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
い
。

モ
ノ
づ
く
り
×
ま
ち
づ
く
り

≒

オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
？

近
年
「
モ
ノ
づ
く
り
×
ま
ち
づ
く
り
」

と
い
う
観
点
か
ら
「
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
」
と
い
う
取
り
組
み
に
脚
光
を
浴
び

せ
よ
う
と
い
う
動
き
が
あ
る
。
近
畿
経
済

産
業
局（
以
降
近
経
局
）で
は
大
阪
・
関
西
万

博
を
き
っ
か
け
に
関
西
の
モ
ノ
づ
く
り
企
業

の
再
起
を
図
ろ
う
と
い
う
わ
け
だ
。
具
体
的

に
は
大
阪
・
関
西
万
博
の
「
共
創
チ
ャ
レ
ン

ジ
」
の
枠
組
み
を
活
用
す
る
。「
共
創
チ
ャ

レ
ン
ジ
」
と
は
、
大
阪
・
関
西
万
博
の
テ
ー

マ
で
あ
る
「
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会
の
デ
ザ

イ
ン
」
を
実
現
す
る
た
め
、
自
ら
が
主
体
と

な
っ
て
未
来
に
向
け
て
行
動
を
起
こ
そ
う
と

し
て
い
る
チ
ー
ム
の
活
動
の
こ
と
。「
見
る

だ
け
じ
ゃ
な
い
、
あ
な
た
が
主
人
公
に
な
る

万
博
が
は
じ
ま
り
ま
す
。」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
の
も
と
、
大
阪
・
関
西
万
博
の
テ
ー

マ
「
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
」

を
実
現
し
、
SD
G
sの
達
成
に
貢
献
す
る
た

め
に
、
多
様
な
参
加
者
が
主
体
と
な
り
、
理

想
と
し
た
い
未
来
社
会
を
共
に
創
り
上
げ
て

い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
企
業
、
教

育
・
学
術
・
研
究
機
関（
大
学
・
研
究
所
等
）、

国
・
政
府
関
係
機
関（
独
立
行
政
法
人
等
）、

国
際
機
関
、
自
治
体
、
N
G
O
、
N
P
O
法

人
、
各
種
団
体
、
個
人
な
ど
、
様
々
な
フ
ァ

ク
タ
ー
と
の
共
創
を
進
め
る
。
近
経
局
で
は
、

こ
れ
に
「
地
域
一
体
型
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
」
と
し
て
登
録
。
地
域
と
共
に
創
る

「
地
域
一
体
型
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」

と
い
う
切
り
口
で
「
地
域
を
想
う
地
域
企
業

が
リ
ス
ペ
ク
ト
さ
れ
る
未
来
」
を
目
指
す
。

こ
こ
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
近
経
局
の
「
地

域
一
体
型
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」
の
コ

ン
セ
プ
ト
を
紹
介
し
た
い
。

「
近
経
局
で
は
2
0
1
9
年
よ
り
地
域
の

企
業
群
が
主
役
と
な
る
「
地
域
一
体
型
オ
ー

プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー︵
O
F
︶」
が
生
み
出
す

価
値
共
創
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
着
目
し
、
な

ぜ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
る
の
か
と

い
っ
た
「
要
素
化
」、
そ
も
そ
も
ど
の
地
域

に
ど
の
よ
う
な
O
F
が
あ
る
の
か
を
明
ら
か

に
す
る
「
可
視
化
」、
そ
し
て
、
各
地
域
一

体
型
O
F
同
士
の
み
な
ら
ず
、
大
学
、
大

企
業
等
と
の
繋
が
り
を
作
り
、
共
に
刺
激

し
、
触
発
し
合
う
共
勘（
共
に
勘
づ
き
合
う
）

機
会
を
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
実
証
ビ
ジ
ッ
ト
を

通
し
て
「
活
性
化
」
す
る
こ
と
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
関
西
で
行
っ
て
き

た
「
可
視
化
」
を
全
国
に
広
げ
、
2
0
2
3

年
３
月
に
は
国
内
に
存
在
す
る
地
域
一
体
型

O
F
の
可
視
化（
全
国
に
広
が
る
約
40
～
50

事
例
を
統
一
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で
整
理
し
、

冊
子
デ
ー
タ
と
し
て
公
表
）を
実
現
す
る
予

定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
全
国
の
地
域
一
体

型
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」
の
活
か
し
方

を
共
に
創
っ
て
い
た
だ
け
る
共
創
メ
ン
バ
ー

を
募
集
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
各
地
の
オ
ー

プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
に
取
り
組
む
企
業
群
は

地
域
の
歴
史
と
共
に
成
長
し
て
き
た
ス
ト
ー

リ
ー
の
あ
る
企
業
群
で
す
。
現
在
の
情
報
発

信
の
主
体
が
、
S
N
S
や
ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア

を
通
し
た
「
誰
で
も
発
信
時
代
」
に
な
っ
て

い
る
中
、
ま
だ
世
の
中
に
知
れ
渡
り
き
っ
て

い
な
い
魅
力
が
探
さ
れ
、
発
信
さ
れ
る
こ
と

が
付
加
価
値
と
な
っ
て
お
り
、
一
つ
の
視
点

と
し
て
は
各
地
の
地
域
一
体
型
オ
ー
プ
ン

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
は
非
常
に
魅
力
的
な
「
観
光

価
値
」
と
な
り
得
ま
す
。
そ
こ
で
、
旅
行
業

や
広
告
業
の
方
々
と
共
に
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ

の
展
開
や
メ
デ
ィ
ア
コ
ラ
ボ
な
ど
の
共
創
に

繋
げ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
こ

う
し
た
地
域
に
根
ざ
し
た
企
業
が
彩
る
「
観

光
価
値
」
は
、
大
阪
・
関
西
万
博
と
し
て

も
プ
ラ
ス
ワ
ン
で
ビ
ジ
ネ
ス
・
ト
リ
ッ
プ

（
テ
ク
ニ
カ
ル
・
ビ
ジ
ッ
ト
）と
し
て
活
か
せ

る
と
考
え
、
こ
の
掛
け
合
わ
せ（
O
F
×
万

博
）が
他
国
で
開
催
さ
れ
て
き
た
万
博
と
差

別
化
さ
れ
る
要
素
に
な
り
得
る
と
考
え
ま

す
。
日
本
は
世
界
で
一
番
長
寿
企
業（
創
業

1
0
0
年
超
）が
多
い
国
で
す
。
そ
れ
は
同

時
に
「
歴
史
に
裏
打
ち
さ
れ
た
真
正
性
の
あ

る
企
業
が
多
い
国
」
と
言
え
ま
す
。
そ
う
し

た
「
ロ
ー
カ
ル
ス
ト
ー
リ
ー
に
も
プ
ラ
ス
ワ

ン
で
触
れ
ら
れ
る
万
博
」
は
日
本
で
行
わ
れ

る
万
博
独
自
の
魅
力
で
あ
り
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ（
差
別
化
）の
要
素
と
な
る
と
考
え
る

こ
と
か
ら
、（
×
大
阪
・
関
西
万
博
）と
し
て

取
り
組
み
を
進
め
た

い
と
考
え
ま
す
。
過

去
は
、「
モ
ノ
」
を

創
り
出
す
現
場
が
当

た
り
前
に
開
放
さ

れ
て
い
た
た
め
、
自

分
た
ち
の
町
で
作
ら

れ
る
モ
ノ
に
付
随

す
る
「
音
」「
に
お

い
」
を
は
じ
め
と
し

た
五
感
で
「
も
の
づ

く
り
」
を
感
じ
ら
れ

る
時
代
が
あ
り
ま
し

た
。
現
在
は
、
良
い

意
味
で
公
害
防
止
の

環
境
が
整
い
、
も
の

づ
く
り
の
現
場
か

ら
「
音
」
や
「
に
お

い
」
が
出
な
い
ク

リ
ー
ン
な
環
境
整
備

が
進
め
ら
れ
る
一
方

で
、
現
場
が
「
見
え

な
く
な
り
」、
自
分

た
ち
の
町
で
作
ら
れ

る
モ
ノ
に
五
感
で
触

れ
ら
れ
る
機
会
が
減

少
し
た
こ
と
で
、
何

を
作
っ
て
い
る
か
知
る
よ
し
が
な
い
工
場
か

ら
わ
ず
か
に
漏
れ
聞
こ
え
る
「
音
」
や
「
に

お
い
」
は
『
も
の
づ
く
り
の
音
』
で
は
な

く
『
騒
音
』
へ
。
そ
し
て
『
も
の
づ
く
り

の
匂
い
』
は
『
異
臭
』
と
な
り
、「
住
工
混

在
」
が
社
会
的
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
日
本
の
産
業
を
支
え
る
企
業
の
ほ
と

ん
ど
は
地
域
に
根
ざ
す
中
小
企
業
で
す
。
高
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2023年５月16日（火）兵庫県姫路市にて、北大阪工業ク
ラブ（緒方秀樹会長）では５月度例会として、関西最大の
発電量を誇る火力発電所等の視察研修会を開催しました。

視察研修では、まず関西電力㈱姫路第二発電所に伺い、
国内の発電の現状、姫路第二発電所の概要等をご説明い
ただいた後、発電所の見学に移り、巨大なガスタービン
や蒸気タービン、制御室、建屋屋上、構内のバス見学な
ど一連の施設をご案内いただき、一同そのスケールの
大きさを肌で感じることが出来ました。その後、姫路の
老舗酒蔵「灘菊酒造」の見学、美酒と酒蔵料理を堪能し、
今年世界遺産登録30周年を迎える姫路城の見学、夕食
は地元商工会議所に推薦いただいた姫路の幸を味わえる
料亭「福亭」にて舌鼓を打ちながら和気あいあいと過ご
しました。翌朝は恒例のゴルフコンペを行い、大変有意
義で濃密な１泊２日の視察研修となりました。

６月１日（木）、枚方
市工業会（代表幹事：
長田健太郎氏＜豊岡工
業㈱代表取締役＞）の
第34回定時総会が開
催され、令和５年度の
事業計画等が審議承認されました。

総会後には日本料理大屋にて懇親会が開催され、来賓
を含め29名のご参加がございました。

枚方市工業会は、地域経済の振興と社会の発展のため、
工業をはじめあらゆる産業に関する諸課題についての調
査研究や関係機関との情報交換並びに協議・要望活動な
ど、様々な事業活動を展開しており、ただいま新規会員
様を募集しております。（お問い合わせは、北大阪商工会
議所内 枚方市工業会事務局まで TEL：072-843-5152）

関西最大の火力発電所を見学
－北大阪工業クラブ５月度視察研修会－

枚方市工業会
第34回定時総会開催

「No golf,No life．今年もやります！ゴルフdeコミュニケーション！」
北大阪商工会議所創立75周年記念事業
第36回　会頭杯争奪会員親睦ゴルフ大会

毎年恒例の会頭杯争奪会員親睦ゴルフ大会（当所主催、㈱日刊スポーツ新聞西日本後援）
が５月19日（金）交野カントリー俱楽部に於いて開催されました。

生憎の雨天となりましたが、早朝より133名（一般の部　79名・シニアの部　47名・レ
ディースの部　７名）のご参加を頂きました。

また、時折強い雨となったため、ゴルフ場と協議の上、成績表ハーフ集計となりました
が、最後までラウンドされる方もたくさんおられ、ゴルフと会員交流を楽しまれました。

見事優勝されたのは、一般の部　坂本篤宣さん、シニアの部　藤石貞敏さん、レディー
スの部　樫　百合子さんでした。

今年も表彰式は、自粛になりましたが、事業所様よりお寄せいただいたご協賛によりた
くさんの賞品が入賞者に配送されました。

ご参加の皆様、ご協賛事業所様、大変ありがとうございました。

■令和５年度事業（予定）
・６/１　第34回定時総会・懇親会
・６/28　納涼例会（京セラドーム大阪での野球観戦）
・10/13・14　視察旅行
・11/25　三市工業会親睦ゴルフコンペ
・12/６　健康経営セミナー
・12/６　年末交流会
・２月頃　枚方市との意見交換会
・３月頃　‌�環境先進企業見学会または省エネ製品メーカー

による合同説明会
・（年度を通じて）技能教習所受講料補助制度
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度
成
長
期
時
代
、
大
手
企
業
は
た
く
さ
ん
の

地
域
企
業
の
成
長
と
共
に
日
本
の
産
業
を
牽

引
し
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
基
礎
と
も
い
え

る
土
台
を
支
え
て
い
る
の
が
国
内
中
小
企
業

で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
土
台
の
企
業
を
一

般
の
生
活
者
が
知
る
機
会
は
希
少
で
す
。
そ

こ
で
一
社
で
発
信
す
る
の
で
は
な
く
、
地
域

産
業
の
文
化
と
共
に
、
各
地
の
企
業
が
群
と

な
っ
て
発
信
す
る
動
き
が
2
0
1
1
年
の
台

東
モ
ノ
マ
チ
を
皮
切
り
に
広
が
り
、
新
潟

県
燕
三
条
の
「
工
場
の
祭
典
」
や
墨
田
区

の
「
ス
ミ
フ
ァ
」
な
ど
、
各
地
で
特
色
あ
る

地
域
一
体
型
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
が
継

続
と
も
に
多
く
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み

出
す
様
が
有
名
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
日
本

全
国
に
こ
う
し
た
動
き
が
広
が
り
始
め
ま
し

た
。
関
西
に
お
い
て
も
2
0
1
5
年
に
始

ま
っ
た
福
井
県
の
REN
EW
、
大
阪
府
の
大

正
・
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
を
は
じ
め
と

し
て
、
2
0
1
8
年
に
は
７
カ
所
、
そ
し
て

2
0
2
1
年
末
に
は
16
カ
所
と
広
が
り
を
見

せ
て
お
り
、
こ
う
し
た
各
地
の
取
り
組
み
は

2
0
2
5
大
阪
・
関
西
万
博
と
連
動
す
る
こ

と
で
互
い
に
そ
の
魅
力
を
高
め
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
、
今
回
の
登
録
へ
と
至
っ

て
い
ま
す
。」

※
地
域
一
体
型
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

モ
ノ
づ
く
り
に
関
わ
る
中
小
企
業
や
工
芸
品
産
地

な
ど
、
一
定
の
産
業
集
積
が
み
ら
れ
る
地
域
を
中
心
に
、

企
業
単
独
で
は
な
く
、
地
域
内
の
企
業
等
が
面
と
し

て
集
ま
り
、
生
産
現
場
を
外
部
に
公
開
し
た
り
、
来

場
者
に
モ
ノ
づ
く
り
を
体
験
し
て
も
ら
う
取
り
組
み
。

オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
に
つ
い
て
、
あ

企
業
等
が
面
と
し
て
集
ま
り
、
地
域
を
一
体

的
に
見
せ
て
い
く
「
地
域
一
体
型
オ
ー
プ
ン

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」
と
い
う
取
り
組
み
へ
と
進

展
を
み
せ
て
い
ま
す
。
地
域
一
体
型
オ
ー
プ

ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
は
、
開
催
す
る
地
域
社
会

（
住
民
）に
と
っ
て
は
、
自
ら
の
ま
ち
の
魅
力

や
奥
行
き
を
再
認
識
す
る
契
機
と
な
り
、
企

業
に
と
っ
て
は
、
地
域
社
会
と
新
し
い
接
点

を
持
つ
こ
と
で
、
地
域
の
企
業
と
し
て
の
意

識（
ロ
ー
カ
ル
・
カ
ン
パ
ニ
ー
・
プ
ラ
イ
ド
）

の
芽
生
え
や
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
着
想
を
得

る
機
会
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
継
続

的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
地
域
一
体
型
オ
ー

プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
が
持
つ
集
客
力
や
求

心
力
は
非
常
に
強
力
で
あ
り
、
地
域
内
外

か
ら
多
く
の
集
客
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

の
時
代
背
景
に
お
い
て
も
、
情
報
通
信
技
術

を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
な
ど
、
手
段

の
多
様
化
に
よ
り
、
地
域
の
新
た
な
魅
力
発

信
手
段
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
く
も
の
と
推

測
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、

2
0
2
5
年
大
阪
・
関
西

万
博
を
見
据
え
て
、
新
た

な
関
西
の
魅
力
を
発
信
す

る
手
段
と
し
て
の
地
域
一

体
型
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
の
意
義
を
改
め
て
整

理
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
関
西
各
地
に
広
が

る
地
域
一
体
型
オ
ー
プ
ン

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
内
で
ど
の

よ
う
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
生
ま
れ
て
い
る
の
か
、

そ
の
要
因
を
調
査
す
る
と

る
研
究
者
は
「
あ
る
特
定
の
エ
リ
ア
に
お
い

て
期
間
限
定
で
複
数
の
工
場
を
公
開
し
、
見

学
・
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
ツ
ア
ー
を
提
供
し
、

モ
ノ
づ
く
り
及
び
モ
ノ
づ
く
り
の
町
を
地
域

内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
こ
と
」

と
定
義
し
、
あ
る
O
F
の
当
事
者
は
「
つ

く
り
手
が
活
動
し
、
モ
ノ
を
つ
く
り
だ
し
て

い
く
現
場
を
公
開
し
、
来
場
者
に
体
験
し
て

も
ら
う
取
り
組
み
」
と
説
明
し
て
い
る
。
神

戸
大
学
で
は
「
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
が

実
現
す
る
地
域
活
性
化
と
価
値
」
と
い
う
サ

ロ
ン
を
開
催
。
サ
ロ
ン
で
は
「
オ
ー
プ
ン

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」
に
焦
点
を
当
て
、
モ
ノ
づ

く
り
企
業
の
創
造
性
と
企
業
間
連
携
が
地
域

活
性
に
ど
の
よ
う
に
繋
が
る
の
か
、
こ
れ
ま

で
の
事
例
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の

展
望
に
つ
い
て
意
見
交
換
さ
れ
た
。
そ
こ
で

は
「
モ
ノ
づ
く
り
に
関
わ
る
中
小
企
業
や
工

芸
品
産
地
な
ど
、
⼀
定
の
産
業
集
積
が
み
ら

れ
る
地
域
を
中
心
に
、
企
業
単
独
で
は
な
く
、

地
域
内
の
企
業
等
が
面
と
し
て
集
ま
り
、
生

産
現
場
を
外
部
に
公
開
、
来
場
者
に
モ
ノ
づ

く
り
を
体
験
し
て
も
ら
う
取
り
組
み
」
と
紹

介
し
て
い
る
。

ま
た
そ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
調
査
・
取
り

纏
め
を
す
る
近
経
局
で
は
次
の
よ
う
に
紹
介

し
て
い
る
。「「
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」

と
は
、
モ
ノ
づ
く
り
企
業
が
生
産
現
場
を
外

部
に
公
開
し
た
り
、
来
場
者
に
モ
ノ
づ
く
り

を
体
験
し
て
も
ら
う
取
り
組
み
で
あ
り
、
従

来
か
ら
工
場
見
学
や
ツ
ア
ー
と
い
っ
た
形
態

で
実
施
さ
れ
て
き
た
。 

近
年
で
は
、
モ
ノ
づ

く
り
に
関
わ
る
中
小
企
業
や
工
芸
品
産
地
な

ど
、
一
定
の
産
業
集
積
が
み
ら
れ
る
地
域
を

中
心
に
、
企
業
単
独
で
は
な
く
、
地
域
内
の

と
も
に
、
各
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
・
活
用
す
る
こ
と
で
、
中
小
企
業

が
主
役
と
な
る
地
域
一
体
型
オ
ー
プ
ン
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
と
外
部
資
源（
大
手
企
業
、
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
等
）と
の
協
業
可
能
性
を
検
討

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
調
査
を
実
施
す
る

な
ど
、
様
々
な
角
度
か
ら
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。」

今
回
は
モ
ノ
づ
く
り
×
ま
ち
づ
く
り
を

実
現
す
る
た
め
の
ひ
と
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

「
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」
の
定
義
や
直

近
の
登
場
人
物
の
議
論
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

近
経
局
の
熱
の
入
り
よ
う
を
見
る
と
、
あ
た

か
も
大
阪
・
関
西
万
博
と
い
う
ビ
ッ
グ
イ
ベ

ン
ト
を
機
に
関
西
の
地
域
資
源
を
掘
り
起
こ

す
好
機
と
み
て
、
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

が
過
熱
し
て
い
る
と
見
え
な
く
も
な
い
。
し

か
し
果
た
し
て
本
当
に
そ
う
な
の
だ
ろ
う
か
。

次
回
は
も
う
少
し
考
察
を
掘
り
下
げ
る
と
と

も
に
、
我
が
街
北
大
阪
の
取
り
組
み
や
可
能

性
に
つ
い
て
触
れ
て
い
き
た
い
。

㈱アクセス／浅田運輸㈲／㈱アド毎広／交野カントリー俱楽部／カンケンフローシステム㈱／㈱キツナイ／
久門紙器工業㈱／㈱伸和製作所／誠信建設工業㈱／ダイコロ㈱／多田製茶㈱／㈲タニモト防災／㈱日刊スポーツ新聞西日本／日本保安管理
保障㈱／㈱貫山建設／日垣水道設備㈱／枚方ゴルフ場㈱／枚方信用金庫／（公社）枚方納税協会／㈱富士電機製作所／皆見電子工業㈱／御浜
住宅㈱割烹下田昇六／宮村商店／吉泉産業㈱／㈱吉信工務店／ローバル㈱

●ベストグロス賞（敬称略）　一般の部：河 本 賢 一　　シニアの部：端 野 　 正　　レディースの部：藤 木 浩 子
●ニ ア ピ ン 賞（敬称略）　ＮＯ.３ 大 石 正 則　　ＮO.５ 皆 見 　 孝　　ＮＯ.13 貫 山 満 男　　ＮＯ.15 篠 井 治 彦

ご協賛事業所（順不同）

順位 氏　　名
優勝 坂 本 篤 宣

準優勝 川 上 和 之
3 位 林 　 　 武
4 位 原 田 真 志
5 位 木 村 直 樹

（
一
般
の
部
）

順位 氏　　名
優勝 藤 石 貞 敏

準優勝 岡 本 重 正
3 位 廣 川 秀 明
4 位 仲 　 光 男
5 位 福 田 敏 彦

（
シ
ニ
ア
の
部
）

順位 氏　　名
優勝 樫　百合子

準優勝 藤 木 浩 子
3 位 千 葉 裕 子
4 位 福西スミエ
5 位 梅 岡 綾 乃

（
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
）（敬称略） （敬称略） （敬称略）

2023年５月号Nijiriguchiで紹介した
共栄金型㈱の工場



▪ 新入会員ご紹介 ▪ 〜ご入会ありがとうございます〜
（入会申込書の情報を基に、ご紹介の了解を得た事業所分のみ掲載しています）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ４月30日受付迄受付順

事業所名 営業内容 所 在 地

㈱あんゆう 障害福祉サービスの訪問介護 枚方市宮之阪

ROYAL EXPRESS（同） 軽貨物運送業、ノベルティ企画・製造 枚方市田口
中村シャッター 各種シャッターの施工、修理、メンテナンス 寝屋川市黒原新町
㈱ユニクエスト 「小さなお葬式」は低価格で高品質、全国対応の葬儀サービスです。 大阪市西区靭本町
Curio SYSTEM 公式LINEをメインとしたSNSシステム構築、痛みの改善 枚方市甲斐田町
黒田塗装店 建築塗装業（主に一般住宅の塗り替え） 寝屋川市太秦東が丘
Baby Care ステラ 児童福祉事業（障害児通所施設、保育園） 交野市天野が原町
㈱関西スーパーマーケット倉治店 生鮮食品・一般食品等の販売 交野市倉治
ふれんど カラオケ、軽食・ソフトドリンク・酒類 枚方市伊加賀寿町

小規模事業者経営改善資金融資制度

北大阪商工会議所 中小企業相談所 TEL（072）843-5154／寝屋川支所 TEL（072）828-5151／交野支所 TEL（072）892-6700
※ご利用いただける方の対象など、　詳細はお問合せください。

お問い合わせ先

無 担 保

無保証人

低 金 利
ご利用の
手続き ご相談

お申込
商　工
会議所

推薦 ご融資
日本政策
金融公庫

この制度は、小規模事業者の経営改善が促進されるよう設けられたもので、多くの事業所で活用されております。融資は、商工会議
所の経営指導を受けて経営の改善をしていこうとする方に、商工会議所の推薦により、保証人も担保も不要で、しかも低金利で日本
政策金融公庫から貸し出されるものです。※借入時には日本政策金融公庫の審査があります。

マル経融資マル経融資のご案内のご案内

融資額 2,000
� 万円以内

融資
期間

運転資金７年以内

設備資金10年以内 利 率 年利1.09%
（令和５年６月１日現在）

【 一般枠 】 【 新型コロナウイルス対策別枠 】
別枠で1,000万円

（条件有り）
融資額 年利0.19％ 利 率

（令和５年６月１日現在）
・当初３年間の特別利率

令和５年度
「交野市工業会 定時総会・懇親会」開催

寝屋川市工業会
第34回定期総会並びに懇親会 開催

令和５年５月10日（水）17時より、交
野カントリー俱楽部（交野市倉治2937）
に於いて、出席者（委任状を含む）86名
の参加のもと、「令和５年度 交野市工
業会 定時総会・懇親会」が開催されま
した。

冒頭に、吉信新会長より「令和４年
度の事業実績において、交野市工業会
として積極的な事業開催・イベント参
画ができたこと。令和５年度も団体及
び会員相互の発展を目指し、活動を
行っていきたい」と所信表明をいただきました。この４月よ
り新たに１名の新入会員が加わり、会員数は107名で新年度
をスタートいたします。

議件の令和４年度事業報告及び収支決算、令和５度事業計
画（案）及び収支予算（案）については、滞りなく会員の承認を
得ることができました。

懇親会では来賓挨拶の後に、奥相談役（第10代・第11代会
長）より「交野市工業会の歴史・設立から今日に至るまでの歴
代会長としての想い」をテーマにご講演。当時の企業誘致の
流れや、製造業に限定しない団体組織として発展してきたこ
と等、現役会員も知らない当会の歴史についてお話しいただ
きました。

その後、「交野の夢を語る会（親睦ゴルフ）」の成績発表も
行われました。今回の優勝は枚方市工業会代表幹事の長田氏、
準優勝は寝屋川市工業会会長の皆見氏と、他団体が首位を独
占する結果に。会場は大いに盛り上がりました。

最後に竹内副会長より、「諸先輩方が築いてきたものを継承
しつつ、各会員事業所及び交野市工業会のさらなる発展を目
指しましょう」と閉会の辞が述べられ、新年度のスタートと
なる懇親会を終えました。

担当：総務広報委員会

令和５年５月23日（火）、ニューコマンダーホテルにて、
第34回定期総会並びに懇親会を開催いたしました。①令
和４年度事業報告並びに収支決算報告、②令和５年度事
業計画（案）並びに収支予算（案）について、それぞれ審議
頂き、満場一致で可決となりました。

その後の懇親会では、来賓を含め44名が参加し、冒頭、
皆見会長より今後は当会の交流はもとより、枚方市・交
野市工業会との連携を強化し、お互いの成長と発展を促
進していきたいと挨拶がありました。ご出席の皆様には
名刺交換や歓談等有意義な時間をお楽しみ頂きました。

寝屋川市工業会は、新入会員を募集しています。
詳しくは、寝屋川市工業会事務局までお問い合わせく

ださい。　　　　　　　　　　 事務局：072-828-5151

7・8月の専門相談・金融相談日

商工会議所の専門経営相談をご利用下さい専門家専門家ががどんな相談どんな相談にもにも
的確なアドバイス的確なアドバイス
専門家専門家ががどんな相談どんな相談にもにも
的確なアドバイス的確なアドバイス
専門家がどんな相談にも
的確なアドバイス

秘密
厳守

費用
無料! きらら事務所　中小企業相談所　TEL 072（843）5154

枚方市駅前事務所　　 TEL 072（843）5157
寝屋川支所　TEL 072（828）5151
交野支所　　TEL 072（892）6700

お気軽にご利用下さい要予約

注意：枚方市駅前事務所へお越しの際、ビオルネ提携駐車場をご利用されると割引サービスがあります。

相談内容 相　談　日 時　　　間 担当相談員

法 　　 律（於：枚方市駅前事務所） ７月11日（火）・25日（火） ８月８日（火）・22日（火） 午後２時〜４時 弁 　 護 　 士　門 前 武 彦　先生

法 　　 律（於：寝屋川支所） ７月19日（水） ８月16日（水） 午後２時〜４時 弁 　 護 　 士　松 本 　 勉　先生

税務・経理（於：枚方市駅前事務所） ７月12日（水）・26日（水） ８月９日（水）・23日（水） 午後１時30分〜３時30分 税 　 理 　 士　杉 本 隆 志 先生

労 　　 務（於：枚方市駅前事務所） 随　　　時 特定社会保険労務士　植 田 直 美　先生

特許・商標（於：きらら事務所） 随　　　時 弁 　 理 　 士　中 川 信 治　先生

金 　 融
〈枚方信用金庫〉（於：きらら事務所） ７月12日（水）・８月９日（水）

※予約制 午前10時～正午 枚方信用金庫
融資担当者

金 　 融
〈公庫・国民生活事業〉（於：‌�きらら事務所） 毎週　木曜日 午前11時～午後３時 日本政策金融公庫　守口支店（国民生活事業）

融資相談担当者
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奥相談役
（歴代会長）

優勝：枚方市工業会
代表幹事　長田健太郎氏

準優勝：寝屋川市工業会
会長　皆見　孝氏



【講師】

国内外の旅行市場、訪日インバ
ウンド市場のマーケティングを
通じ、小売店・メーカーなどの
海外向け施策を支援。地方自治
体の越境EC事業支援事務局の
運営や講演活動を通じ、これま
でに200社以上のインバウンド
課題や海外販路開拓を支援。

JTBのネットワークを活かし
た横断的な事業者支援を推
進。国内外のインフルエン
サーを使ったSNSマーケティ
ングの実践、越境ECの取り
組みサポート、補助金申請の
サポートなどの実務を担当。

株式会社JTB 大阪第三事業部
事業創造室
クロスボーダー事業責任者

 末 永 　 努 氏

株式会社JTB 大阪第三事業部
事業創造室 営業開発グループ

 尾 江 冠 吉 氏

【概要】
日本の商品が海外で注目されているのはご存知ですか？
身近な日用品や便利グッズ、バイク用品やホビー用品など日本人が生活の中で、趣味で、普段から使っている
商品が海外で人気です。実はとっても簡単な海外向けネット販売のノウハウをお伝えします！

【内容】
▶ 越境ECのよくある課題　　　▶ 越境EC市場の動向と市場予測　　　▶ 円安×インバウンド×越境EC
▶ 越境ECのメリットと注意点　▶ 越境ECにかかる時間と成功率（事例交えて）
▶ 越境EC支援サービス（47storey）について

【申込】
申込みはQRコードより応募フォームへご入力ください。
※事前アンケートがございます。
https://www.kansaicci.jp/kentei/apply.php?seq=15258

【お問い合わせ】北大阪商工会議所　寝屋川支所　TEL：072‒828‒5151

ひらっく(枚方市立地域活性化支援センター)
〒573-1159
枚方市車塚１-１-１ 輝きプラザきらら６階
WEB：https://www.hirakata-kassei.jp/
F A X：‌�072-851-5384
　　 （‌�セミナー名、参加者名、住所、TEL、

メールアドレスを明記）
T E L：050-7105-8080

事業の紹介、創業に役立つ情報等を発信中！

ウェブ ブログ Facebook

お申し込み・お問い合わせ

・枚方市立地域活性化支援センターからのお知らせ・

～５日間でイチから学ぶ！～
枚方発・創業塾

□‌�「やっぱり今時は動画を使った方がいいんだろう 
なー」と思いつつも、どうすればいいのか今一つ 
わからない

□‌� 自分の業種では、動画は無理かな…？
□‌� 文章を書くより、喋る方が得意！
そんな方へ、Instagram等で動画を活用する方法を
解説します。ドリンク付き。

日　時：7/30（日）14：00～16：00
場　所：‌�ビィーゴ　枚方市岡本町７番１号 枚方ビオ

ルネ５階（京阪「枚方市」駅より徒歩１分）
講　師：山本りか 氏
対　象：起業に関心がある方等
定　員：14人（先着順）
持ち物：参加費1,000円・筆記用具・（あれば）名刺
〔７/３（月）10：00より受付開始〕

５日間で、創業に必要な知識を学び、アイデアを具
体化する事ができるセミナーです。ビジネスアイデ
アがある方、まだアイデアがない方、すでに創業し
ている方等、「創業」について学びたい方は大歓迎で
す。 当セミナーで、あなたのアイデアを具体化し、
創業をかたちにしましょう！

日　時：９/２（土）、９/９（土）、９/16（土）、
　　　　９/30（土）、10/７（土）全５日間
　　　　（13時～15時）
会　場：‌�ビィーゴ　枚方市岡本町７番１号 枚方ビオ

ルネ５階（京阪「枚方市」駅より徒歩１分）
　　　　イベントルームA（３回目のみセミナールーム）
講　師：ツクルミライ合同会社　高松留美 氏　
　　　　中小企業診断士/社会保険労務士
対　象：起業に関心がある方等
定　員：20人
参加費用：5,000円（全５回分）
〔７/３（月）10：00より受付開始〕

テーマ：‌�集客のコツ 第１弾「動画活用セミナー」

お茶しながら起業のコツが学べる♪
ひらかたビジネスカフェ

令和５年７月20日（木）
18：00～19：30 12名
北大阪商工会議所　寝屋川支所（寝屋川市立産業振興センター２階）
寝屋川市東大利町２番14号 京阪寝屋川市駅西口から徒歩２分
※‌�お越しの際、パークアドバンス駐車場をご利用されると割引サービスがあります。
（ただし、会員限定）

日時 定員

会場

参加費
無　料

寝屋川支所セミナー

今日から始める！誰でも簡単！
海外向けネットショップセミナー
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大阪大阪のの成長成長を支える、を支える、「ものづくり」「ものづくり」・・「即戦力」「即戦力」の人財を育てる！の人財を育てる！
大阪府小規模事業経営支援事業　北大阪商工会議所・大阪府北大阪高等職業技術専門校活用事業

北大阪商工会議所では、北大阪高等職業技術専門校と連携し、製造業・建設業の従業員様の技術向上及び事務系従業員様のスキルアップを目的と
した人材育成講座を開催しております。貴社での人材育成にぜひ当講座をご活用ください。お申込は専用ホームページからご入力ください。

上記講座の他、測定基本、誤差の原因対策（後期）、機械加工入門（フライス盤・旋盤）、中小企業の総務・経理の日常業務入門（後期）等様々
な講座をご用意しており、当所会員事業所様につきましては、１事業所２名まで全て無料で受講ができますので、ぜひご応募ください。

１、機械製図（寸法・幾何公差編）　令和５年７月24日（月）・７月25日（火）…………………………………… ２日間
２、３次元ＣＡＤ入門（Solid Works 2012）　令和５年８月９日（水）・８月23日（水）・８月30日（水）…… ３日間
３、はじめから学ぶ簿記知識入門　令和５年９月８日（金）・９月11日（月）・９月13日（水）………………… ３日間

会　場 
大阪府立北大阪高等職業技術専門校       
大阪府枚方市津田山手２‒11‒40（地図等の詳細は
下記大阪府のHPをご参照ください）
http://www.pref.osaka.lg.jp/tc-kiosaka/info/
access.html 

参加費 
会員事業所　無料
非会員事業所　おひとり 10,000円 
持参物
‌�各講座により、ご用意していただくものが変わり
ますので、ホームページにてご確認をお願いいた
します。また受講確認書でもご案内させていただ
きます。

お問合わせ：
北大阪商工会議所　中小企業相談所指導課まで
TEL：072‒843‒5154

（１事業所２名まで、先着順になりますので、ご了承くださいませ。）

各講座の詳細及び受講申込につきましては、
専用ホームページをご確認願います。

北大阪商工会議所ホームページのトップページからアクセスできます。

 北大阪技専校活用事業技術訓練講座申込

Googleで

北大阪商工会議所

北大阪商工会議所ホームページへ入り、トップページの

 をクリックしてください。

QRコードからも
アクセスできます。

 枚方市では、広く社会一般に技能尊重の気風を浸透させ、
技能者の社会的地位の技能水準の向上を図ることを目的に、
永く同一の職業に従事し、優れた技能をもって、市民生活の
向上に貢献のあった技能者を表彰しています。表彰基準を満
たす方がおられましたら、ご推薦ください。
　表彰基準及び推薦に関する情報については、枚方市ホーム
ページをご覧ください。
URL：https://www.city.hirakata.osaka.jp/0000048023.html

◎問い合わせ
　枚方市役所　商工振興課
　電話：072-841-1325　FAX：072-841-1278

【参考】
⃝基準日　　令和５(2023)年11月１日現在（見込み）

⃝表彰基準
　①‌�枚方市内に引き続き５年以上居住し、かつ、住民基本台帳に

記録されていること。
　②主として枚方市内で職業に従事していること。
　③‌�技能者として、同一職種に15年以上従事し、満35歳以上であ

ること。
　④‌�優れた技能を持ち、後進の指導育成に寄与し、勤務成績、日

常行為等において他の模範と認められること。
　⑤‌�常時雇用する従業員数が100人以下(卸売・小売及びサ－ビス

業の場合にあっては、50人以下)の事業所に従事していること。

　ただし、③の要件に満たない者であっても、職種として確立し
てから15年に満たない職種に従事している者に該当すると認めた

ときは、表彰することがあります。

⃝表彰の対象外
　①この表彰を受けたことがある者
　②市税を滞納している者
　③破産者で復権を得ない者
　④刑事事件の被告人となっている者
　⑤本表彰の趣旨に反すると認められる者

⃝提出書類　※①～③は、枚方市ホームページから取り出し可
　①枚方市技能勤労者推薦書
　②枚方市技能勤労者推薦調書
　③枚方市技能勤労者表彰承諾書兼誓約書兼同意書
　④資格免許証等の写し
　⑤‌�写真(６か月以内に撮影した、正面・無帽・無背景で上半身が

写っているもの。１枚)
　⑥その他技能評価の参考となる資料

⃝申請受付締切
　‌�令和５(2023)年８月10日(木)／枚方市役所別館３階 商工

振興課で受付

⃝その他
　‌�　貴団体からご推薦された被表彰候補者を枚方市技能勤労

者表彰審査会で選考し、被表彰者を決定します。結果及び
表彰式の日程につきましては、被表彰候補者及び貴団体に
通知します。

　‌�　被表彰候補者は既被表彰者でない点をご留意いただき、
ご推薦ください。

令和５(2023)年度 枚方市技能勤労者表彰における令和５(2023)年度 枚方市技能勤労者表彰における
被表彰候補者の推薦について被表彰候補者の推薦について
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会計士・税理士  岡林哲男税理士・公認会計士が語る！

電子取引データ保存制度の改正点

役に立つ税の豆知識

読
者
の
皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
電
子
取
引
の
取
引
情

報
に
係
る
電
磁
的
記
録
の
保
存
制
度（
以
下
、「
電
子

取
引
デ
ー
タ
保
存
制
度
」
と
い
う
）の
宥
恕
措
置
が

今
年
の
12
月
末
で
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
最
近
は
令

和
６
年
１
月
以
降
の
保
存
方
法
に
つ
い
て
質
問
を
受

け
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
令
和
５
年
度
の
税

制
大
綱
に
て
、
電
子
取
引
デ
ー
タ
保
存
制
度
の
見
直

し
が
決
定
し
て
い
る
の
で
、
今
回
は
見
直
し
の
概
要

に
つ
い
て
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

①‌�

電
子
取
引
デ
ー
タ
保
存
の
基
本
的
な
考
え
方

所
得
税
法
及
び
法
人
税
法
で
は
、
取
引
に
関
し
て

相
手
方
か
ら
受
け
取
っ
た
注
文
書
、
領
収
書
等
や
相

手
方
に
交
付
し
た
こ
れ
ら
の
書
類
の
写
し
の
保
存
義

務
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
同
様
の
取
引
情
報
を

電
子
取
引
に
よ
り
授
受
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
取
引

情
報
に
係
る
電
磁
的
記
録
を
一
定
の
方
法
に
よ
り
保

存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
い
う
一
定
の
方
法
と
は
、
①
改
ざ
ん
を
防
止

す
る
た
め
の
措
置
や
②
可
視
性
の
確
保（
検
索
機
能

の
確
保
等
）の
こ
と
で
あ
り
、
②
の
検
索
機
能
の
確

保
と
し
て
は
次
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

（
検
索
機
能
の
確
保
要
件
）

🅰 ‌�

取
引
年
月
日
そ
の
他
の
日
付
、
取
引
金
額
及

び
取
引
先
を
検
索
の
条
件
と
し
て
設
定
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と

🅱 ‌�

日
付
又
は
金
額
に
係
る
記
録
項
目
に
つ
い
て

は
そ
の
範
囲
を
指
定
し
て
条
件
を
設
定
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と

🅲 ‌�

二
以
上
の
任
意
の
記
録
項
目
を
組
み
合
わ
せ

て
条
件
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

た
だ
し
、
税
務
職
員
に
よ
る
質
問
調
査
権
に
基
づ

く
デ
ー
タ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の
求
め
に
応
じ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
場
合
に
は
、
上
記
の
Ｂ

の
範
囲
指
定
、
Ｃ
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
検
索
要
件

は
不
要
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

の
求
め
に
応
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

る
場
合
で
、
判
定
期
間
に
係
る
基
準
期
間（
法
人
は

前
々
事
業
年
度
、
個
人
は
前
々
年
）の
売
上
高
が
１
、

0
0
0
万
円
以
下
の
場
合
は
、
す
べ
て
の
検
索
機
能

の
確
保
の
要
件
が
不
要
と
な
り
ま
す
。

②
令
和
５
年
12
月
末
ま
で
の
宥
恕
措
置

電
子
取
引
デ
ー
タ
の
保
存
に
関
し
て
一
定
の
要
件

を
満
た
す
た
め
の
準
備
が
困
難
な
事
業
者
の
実
情
を

考
慮
し
て
、
令
和
４
年
度
の
税
制
改
正
に
よ
り
、
２

年
間
の
宥
恕
措
置
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
宥
恕
措
置

の
内
容
は
、
令
和
４
年
１
月
１
日
か
ら
令
和
５
年
12

月
31
日
ま
で
の
間
に
申
告
所
得
税
及
び
法
人
税
に
係

る
保
存
義
務
者
が
行
う
電
子
取
引
に
つ
き
、
納
税
地

等
の
所
轄
税
務
署
長
が
当
該
電
子
取
引
の
取
引
情
報

に
係
る
電
磁
的
記
録
を
保
存
要
件
に
従
っ
て
保
存
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
や
む
を

得
な
い
事
情
が
あ
る
と
認
め
、
か
つ
、
当
該
保
存
義

務
者
が
質
問
検
査
権
に
基
づ
く
当
該
電
磁
的
記
録
の

出
力
書
面（
整
然
と
し
た
形
式
及
び
明
瞭
な
状
態
で

出
力
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。）の
提
示
又
は
提
出
の
求

め
に
応
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
場
合

に
は
、
そ
の
保
存
要
件
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
電
磁

的
記
録
の
保
存
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る

経
過
措
置
で
す
。
具
体
的
に
は
、
令
和
５
年
12
月
31

日
ま
で
に
行
う
電
子
取
引
に
つ
い
て
は
、
保
存
す
べ

き
デ
ー
タ
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
て
保
存
し
、
税
務

調
査
等
の
際
に
提
示
・
提
出
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

れ
ば
差
し
支
え
な
い
も
の
と
す
る
経
過
措
置
で
し
た
。

③
令
和
６
年
１
月
以
降
の
改
正
点

⑴
検
索
機
能
の
確
保
要
件
の
緩
和

検
索
機
能
の
す
べ
て
が
不
要
と
な
る
対
象
者
は
、

国
税
庁
等
の
質
問
検
査
権
に
基
づ
く
電
磁
的
記
録
の

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の
求
め
に
応
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
る
場
合
で
、
判
定
期
間
に
お
け
る
売
上

高
が
５
、0
0
0
万
円
以
下
で
あ
る
保
存
義
務
者
、
又

は
電
磁
的
記
録
の
出
力
書
面（
整
然
と
し
た
形
式
及

び
明
瞭
な
状
態
で
出
力
さ
れ
、
取
引
年
月
日
そ
の
他

の
日
付
及
び
取
引
先
ご
と
に
整
理
さ
れ
た
も
の
に
限

る
。）の
提
示
又
は
提
出
の
求
め
に
応
じ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
る
保
存
義
務
者
と
な
り
ま
し
た
。

現
行
の
１
、0
0
0
万
円
以
下
基
準
よ
り
上
限
が

高
く
な
っ
た
こ
と
に
加
え
、
出
力
書
面
の
提
示
又
は

提
出
の
求
め
に
応
じ
る
こ
と
が
で
き
る
保
存
義
務
者

も
対
象
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
検
索
機
能
の
確
保
要

件
が
緩
和
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
検
索
機
能
の

す
べ
て
が
不
要
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
検
索
要
件
以

外
の
可
視
性
の
要
件
や
改
ざ
ん
を
防
止
す
る
た
め
の

措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

⑵
新
た
な
猶
予
措
置

令
和
５
年
12
月
末
ま
で
の
宥
恕
措
置
に
か
わ
り
、

新
た
な
猶
予
措
置
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

申
告
所
得
税
及
び
法
人
税
に
係
る
保
存
義
務
者
が

行
う
電
子
取
引
に
つ
き
、
納
税
地
等
の
所
轄
税
務
署

長
が
当
該
電
子
取
引
の
取
引
情
報
に
係
る
電
磁
的
記

録
を
保
存
要
件
に
従
っ
て
保
存
を
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
①
相
当
の
理
由
が
あ
る
と

認
め
、
か
つ
、
②
当
該
保
存
義
務
者
が
質
問
検
査
権

に
基
づ
く
当
該
電
磁
的
記
録
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の
求

め
及
び
③
当
該
電
磁
的
記
録
の
出
力
書
面（
整
然
と

し
た
形
式
及
び
明
瞭
な
状
態
で
出
力
さ
れ
た
も
の
に

限
る
。）の
提
示
又
は
提
出
の
求
め
に
応
じ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
保
存
要

件
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
電
磁
的
記
録
の
保
存
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
も
の
で
す
。

「
相
当
の
理
由
」
の
解
釈
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
上
記
の
３
つ
の
要
件
を
満
た
し
た
場
合

に
は
、
電
子
取
引
デ
ー
タ
の
保
存
要
件
で
あ
る
改
ざ

ん
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
や
可
視
性
の
確
保（
検

索
機
能
の
確
保
等
）を
満
た
し
て
い
な
く
て
も
差
し

支
え
な
い
と
す
る
も
の
で
す
。
た
だ
し
、
猶
予
措
置

が
適
用
さ
れ
て
も
、
電
磁
的
記
録
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

の
求
め
に
応
じ
る
こ
と
が
要
件
で
あ
る
た
め
、
電
子

取
引
デ
ー
タ
の
保
存
は
必
要
で
す
。

【保存の原則と新しい猶予措置】

保存要件 保存の原則
令和６年以降
の猶予措置

（相当な理由）

改ざん防止措置 要 不要

可視性
の確保

検索機能 要 不要

その他 要 不要

その他の要件 ―

電子取引データ
のダウンロード
や出力書面の提
示提出の求めに
応じる



今
回
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の
主
人
公
は
、

整
体
×
ア
ロ
マ
の
も
み
ほ
ぐ
し
屋

さ
ん
「
心
身
堂airfeel

」
の
オ
ー
ナ
ー
セ

ラ
ピ
ス
ト
尾
山
沙
織
氏
。
2
0
1
4
年
の
開

業
以
来
、
来
店
客
一
人
ひ
と
り
の
体
調
に
合

わ
せ
た
オ
ー
ル
ハ
ン
ド︵
手
も
み
︶に
よ
る
丁

寧
な
施
術
が
支
持
を
集
め
、
枚
方
市
内
で

も
屈
指
の
人
気
店
へ
と
成
長
し
た
。
中
に

は
、
家
族
三
世
代
で
尾
山
氏
の
施
術
を
受

け
に
来
る
顧
客
も
お
り
、
現
在
の
会
員
数

は
1
︑4
0
0
人
に
上
る
と
い
う
。
今
年

︵
2
0
2
3
年
︶９
月
に
は
新
店
舗
へ
の
移
転

を
控
え
る
。
そ
こ
で
は
、
新
た
に
脱
毛
や
シ

ミ
の
除
去
、
肌
の
リ
フ
ト
ア
ッ
プ
効
果
が
あ

る
「
ハ
イ
フ
」
と
い
っ
た
エ
ス
テ
メ
ニ
ュ
ー

を
充
実
さ
せ
、
髪
の
毛
か
ら
足
先
ま
で
全
身

の
ケ
ア
が
で
き
る
サ
ロ
ン
へ
と
生
ま
れ
変

わ
る
予
定
だ
。「
ス
タ
ッ
フ
も
増
え
る
の
で
、

一
人
で
は
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
き
た
い
」。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
準

備
に
追
わ
れ
る
尾
山
氏
が
、
今
後
の
展
望
を

語
っ
て
く
れ
た
。

指
名
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
に
！

だ
が
、
独
立
後
は
客
足
が
ま
ば
ら
な
日
々
…

ブ
ラ
ウ
ン
を
基
調
と
し
た
落
ち
着
い
た
店

内
に
、
心
地
よ
い
音
楽
が
流
れ
る
。
ス
ト
レ

ス
フ
ル
な
日
常
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
こ
だ
わ

り
の
空
間
は
、
尾
山
氏
が
時
間
を
か
け
て
少

し
ず
つ
作
り
上
げ
て
き
た
も
の
だ
。

尾
山
氏
が
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
世
界
で

働
き
だ
し
た
の
は
2
0
1
1
年
。
小
学
生
と

保
育
園
児（
２
児
）の
子
育
て
を
し
な
が
ら
、

仕
事
を
探
す
中
で
巡
り
合
っ
た
の
が
、
リ
ラ

ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
チ
ェ
ー
ン
店
の
パ
ー
ト
勤

務
だ
っ
た
。
子
育
て
中
の
た
め
勤
務
時
間
が

限
ら
れ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
尾
山
氏
の

施
術
は
利
用
者
の
間
で
好
評
と
な
り
、
就
職

か
ら
わ
ず
か
１
年
と
い
う
短
い
期
間
で
店
舗

の
指
名
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
に
上
り
詰
め
た
。
そ

れ
は
、
将
来
の
独
立
に
向
け
た
自
信
に
つ
な

が
っ
た
一
方
で
、「
天
狗
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
面
も
あ
っ
た
」
と
当
時
を
振
り
返
る
。

資
金
を
貯
め
、
枚
方
市
内
の
居
酒
屋
店
の

一
角
を
借
り
て
自
身
の
店
舗
を
オ
ー
プ
ン
し

た
の
は
2
0
1
4
年
。
だ
が
、
予
想
に
反
し
、

客
足
が
ま
ば
ら
な
日
々
が
続
い
た
。「
自
分

の
実
力
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
は
お
店
に
守

ら
れ
て
い
た
。
お
客
様
は
安
心
で
き
る
空
間

だ
か
ら
来
て
い
た
ん
だ
」
と
思
い
知
ら
さ
れ

た
と
い
う
。

そ
れ
か
ら
は
認
知
度
を
上
げ
る
た
め
に
地

道
に
チ
ラ
シ
を
作
り
、
自
身
の
手
で
朝
か
ら

ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
開
始
。
同
時
に
「
覚
悟
を

持
つ
こ
と
」
の
大
切
さ
を
感
じ
る
よ
う
に
な

り
、
居
酒
屋
の
一
角
を
間
借
り
し
な
が
ら
店

舗
の
運
営
を
す
る
の
で
は
な
く
、
自
分
自
身

の
店
を
持
つ
た
め
の
テ
ナ
ン
ト
探
し
を
始
め
、

現
在
の
場
所
へ
と
た
ど
り
着
い
た
。

経
営
が
よ
う
や
く
軌
道
に
乗
り
始
め
た
の

は
、
開
業
か
ら
３
年
の
年
月
が
過
ぎ
た
こ
ろ

か
ら
だ
。「
今
日
空
い
て
ま
す
か
？
」
と
飛
び

込
み
で
の
来
店
客
も
徐
々
に
増
え
て
い
っ
た
。

テ
ク
ニ
ッ
ク
に
頼
ら
ず
、

生
き
て
い
る
身
体
に
触
れ
る
感
覚
を
大
切
に

「
本
当
に
疲
れ
た
。
な
ん
と
か
し
て
欲
し

い
―
」。
心
身
堂airfeel

は
、
そ
ん
な
人
た

ち
に
と
っ
て
、
駆
け
込
み
寺
的
な
存
在
に

な
っ
て
い
る
。「
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
な
の

に
、
技
術
の
あ
る
お
店
」。
尾
山
氏
の
施
術

が
評
価
さ
れ
る
絶
対
的
な
理
由
は
、
そ
こ
に

あ
る
。

「
モ
ノ
で
は
な
く
生
き
て
い
る
身
体
で
す
。

身
体
の
反
応
を
見
る
。
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
頼
る

の
で
は
な
く
、
余
計
な
こ
と
を
せ
ず
に
シ
ン

プ
ル
に
お
客
様
の
痛
い
と
こ
ろ
を
ほ
ぐ
し
て

い
く
ん
で
す
」。
手
か
ら
直
接
伝
わ
る
身
体

の
感
覚
を
大
切
に
し
、
絶
妙
な
力
加
減
で
筋

肉
を
掴
む
よ
う
に
し
な
が
ら
こ
わ
ば
り
を
ほ

ぐ
す
。
独
特
の
手
法
は
、
彼
女
が
多
く
の
顧

客
と
向
き
合
う
中
で
身
に
つ
け
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
技
術
だ
。

お
す
す
め
は
90
分
の
ボ
デ
ィ
ケ
ア
コ
ー
ス

で
、
初
回
は
税
込
4
︑
0
0
0
円︵
通
常
は

税
込
6
︑
9
3
0
円
︶。
顧
客
層
は
40
～
60

代
と
あ
る
程
度
の
経
済
力
が
あ
る
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
が
多
い
が
、
中
に
は
茶
封
筒
に
お
金
を

貯
め
て
、
月
１
回
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
楽
し
み

に
来
店
し
て
く
れ
る
お
客
様
も
い
る
。
だ
か

ら
こ
そ
、
日
常
の
中
で
手
の
届
く
存
在
で
あ

り
た
い
。
繰
り
返
し
来
店
で
き
る
価
格
設
定

に
は
、
特
に
こ
だ
わ
っ
た
。

確
か
な
技
術
力
で
顧
客
も
増
え
、
業
績

も
着
実
に
伸
び
て
い
っ
た
。「
現
状
の
ま
ま

で
い
い
か
な
」。
そ
う
思
い
始
め
て
い
た
時
、

あ
る
経
営
者
の
言
葉
が
次
の
ス
テ
ー
ジ
を
目

指
す
契
機
へ
と
つ
な
が
っ
た
。　

「
私
も
オ
ー
ナ
ー
に
な
ろ
う
」

一
人
で
は
な
く
、〝
み
ん
な
〟
と
働
く

2
0
2
0
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

国
内
で
初
確
認
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
価
値
基

準
や
社
会
の
構
造
そ
の
も
の
も
大
き
な
変
化

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
不
要
不
急
の
も
の
ご

と
は
、
一
律
に
必
要
の
な
い
も
の
と
み
な
さ

れ
、
特
に
サ
ー
ビ
ス
業
は
大
き
な
打
撃
を
受

け
た
。
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
た
時
、

尾
山
氏
は
迷
う
こ
と
な
く
店
を
閉
め
る
選
択

を
し
た
。「
家
族
と
過
ご
す
時
間
を
持
て
る
」

と
プ
ラ
ス
に
捉
え
た
こ
と
で
、
心
に
余
裕
が

生
ま
れ
、
次
の
事
業
展
開
に
向
け
た
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
考
え
る
時
間
が
持
て
た
。

あ
る
経
営
者
と
話
を
す
る
機
会
が
持
て
た
の

は
、
そ
ん
な
時
だ
っ
た
。　
　
　

「
有
能
だ（
仕
事
が
出
来
る
）が
、
自
分
で

は
何
も
決
め
れ
な
い
人
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

の
経
営
者
さ
ん
に
出
逢
っ
た
。

尾
山
氏
は
経
営
と
は
決
断
す
る
事
だ
と

思
っ
て
い
た
。

ふ
と
頭
に
浮
か
ん
だ
疑
問
「
お
仕
事
で
決

断
を
さ
れ
な
い
と
い
け
な
い
場
合
は
ど
う
さ

れ
て
い
る
の
で
す
か
？
」
と
本
人
に
直
接
ぶ

つ
け
て
み
た
。
返
っ
て
き
た
言
葉
は
、
意

外
な
も
の
だ
っ
た
。「
僕
は
決
め
て
い
な
い
。

だ
っ
て
、
み
ん
な
で
す
る
事
で
し
ょ
？
」
起

業
し
て
か
ら
ず
っ
と
一
人
で
店
を
切
り
盛
り

し
て
き
た
尾
山
氏
の
経
営
へ
の
考
え
方
を

変
え
さ
せ
る
一
言
に
つ
な
が
っ
た
。「
私
も

オ
ー
ナ
ー
に
な
ろ
う
。
一
人
で
は
無
理
な
こ

と
も
、
誰
か
と
一
緒
だ
っ
た
ら
で
き
る
か
も

し
れ
な
い
」。
頭
に
浮
か
ん
だ
の
は
、
脱
マ

ス
ク
や
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
エ
ス

テ
分
野
へ
の
進
出
だ
っ
た
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
く
つ
ろ
ぎ

24
時
間
、
セ
ル
フ
エ
ス
テ
も
可
能
な
空
間
づ
く
り

2
0
2
2
年
５
月
。
新
規
事
業
を
進
め
る

に
あ
た
り
、
事
業
再
構
築
補
助
金
申
請
の

援
助
と
新
規
ス
タ
ッ
フ
雇
用
の
労

務
支
援
を
受
け
る
た
め
、
尾
山
氏

は
当
商
工
会
議
所
に
相
談
に
訪
れ

た
。
当
商
工
会
議
所
の
助
言
も
あ

り
、
事
業
再
構
築
補
助
金
は
２
度

目
の
申
請
で
無
事
に
交
付
が
認
め

ら
れ
、
新
規
事
業
に
必
要
な
６
種

類
の
マ
シ
ン
を
そ
ろ
え
る
こ
と
が

で
き
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
１

台
だ
っ
た
施
術
用
の
ベ
ッ
ド
を
３

台
に
増
設
、
新
た
な
ス
タ
ッ
フ
２

人
を
迎
え
、
９
月
か
ら
新
店
舗
で

の
営
業
を
始
め
る
予
定
だ
。

新
規
事
業
の
中
で
も
、
キ
ッ
ズ
層
や
介

護
の
面
か
ら
ニ
ー
ズ
が
急
増
し
て
い
る
脱

毛
は
注
目
分
野
だ
。
体
育
時
に
足
の
ム
ダ

毛
な
ど
を
気
に
す
る
キ
ッ
ズ
層
の
ニ
ー
ズ
は

も
ち
ろ
ん
、
高
齢
者
の
間
で
も
脱
毛
処
理
の

需
要
は
年
々
高
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。
た
と

え
ば
、
介
護
が
必
要
に
な
る
前
に
、
Ｖ
Ｉ
Ｏ

︵
デ
リ
ケ
ー
ト
ゾ
ー
ン
︶部
分
を
き
れ
い
に
し

て
お
く
こ
と
で
、
排
泄
の
際
、
処
理
を
す
る

介
護
者
の
負
担
の
軽
減
と
な
り
、
被
介
護
者

自
身
の
肌
も
清
潔
に
保
つ
こ
と
に
も
つ
な
が

る
。
ま
た
、
ひ
げ
の
脱
毛
は
、
ひ
げ
剃
り
に

よ
る
肌
荒
れ
防
止
に
も
な
る
と
い
う
。
心
身

堂airfeel

で
は
、
女
性
は
全
身
、
男
性
は

Ｖ
Ｉ
Ｏ
部
分
を
除
く
部
位
の
脱
毛
処
理
が
可

能
に
な
る
。

ほ
か
に
も
、
脱
マ
ス
ク
後
に
需
要
が
想
定

さ
れ
る
歯
の
ホ
ワ
イ
ト
ニ
ン
グ
や
フ
ェ
イ

シ
ャ
ル
ケ
ア
、
ま
た
、
バ
ス
ト
ア
ッ
プ
や
美

髪
ケ
ア
と
い
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
も
充
実
。
電

気
で
筋
肉
に
刺
激
を
与
え
る
こ
と
で
、
体

内
の
活
性
化
や
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
に
つ
な

が
る
人
気
の
Ｅ
Ｍ
Ｓ︵Electrical M

uscle 
Stim

ulation)

も
導
入
さ
れ
、
10
分
間

9
9
0
円︵
税
込
︶～
と
利
用
し
や
す
い
価
格

で
施
術
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
だ
。「
今
の

時
世
、
美
容
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
若
い
男

性
も
多
い
」
と
尾
山
氏
は
新
た
な
顧
客
獲
得

も
見
据
え
て
い
る
。

「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
く
つ
ろ
ぎ
」
が
コ
ン

セ
プ
ト
と
な
る
新
店
舗
の
内
装
は
、
白
色
を

基
調
と
し
た
清
潔
感
の
あ
る
空
間
と
な
る
予

定
。
24
時
間
出
入
り
可
能
な
ス
ペ
ー
ス
も
設

置
し
、
利
用
者
は
セ
ル
フ
で
各
マ
シ
ン
を
使

用
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

「
エ
ス
テ
は
『
き
れ
い
に
な
る
』
楽
し
み

を
日
常
に
も
た
ら
し
て
く
れ
る
も
の
。
地
元

で
長
く
愛
さ
れ
る
お
店
と
し
て
、
新
た
な
ス

タ
ッ
フ
と
と
も
に
一
緒
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
き
た
い
」。
未
来
に
向
け
て
走
り
出
し
た

尾
山
氏
と
新
生
・
心
身
堂airfeel

の
今
後

の
活
躍
に
注
目
し
た
い
。

疲
れ
た
身
体
癒
す
駆
け
込
み
寺　
会
員
１
４
０
０
人

脱
マ
ス
ク
見
据
え
、
エ
ス
テ
事
業
に
も
進
出

Nijiriguchi
オーナーセラピスト　尾山沙織 氏心身堂　airfeel

［移転前］〒573-0007　大阪府枚方市堂山１-１-６
　　　　  TEL：080-4645-3939　　HP：https://airfeel3939.com
(９月頃に新住所へ移転予定)
　　［新］〒573-0011　大阪府枚方市中宮山戸町１-15-102
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改装前の新店舗

今後の展望を語る
尾山オーナーセラピスト

心身堂airfeelの店舗（移転前）尾山オーナーセラピストとスタッフ
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◇
す
が
す
が
し
き
顕
彰
碑

生
駒
山
ろ
く
、
津
田
の
あ
た
り
は
交
野
ケ

原
に
含
ま
れ
る
が
、
今
回
の
舞
台
、
尊
延
寺

村
は
少
し
奥
ま
っ
た
山
間（
や
ま
あ
い
）で
あ

る
。
穂
谷
川
を
さ
か
の
ぼ
り
、
国
道
3
0
7

号
が
京
都
府
へ
入
る
手
前
、
バ
ス
停
「
榁

谷
橋
」（
写
真
①
）を
降
り
て
、
進
行
方
向
左
、

北
側
へ
少
し
上
っ
た
高
台
、
尊
延
寺
の
集
落

を
見
渡
せ
る
畑
地
、
こ
こ
が
「
大
塩
の
乱
」

に
加
わ
っ
た
門
人
、
深
尾
才
次
郎
が
住
ん
で

い
た
屋
敷
跡
で
あ
る
。
こ
の
畑
の
端
に
「
大

塩
中
斎
遺
跡
」
碑
」（
写
真
②
、
尊
延
寺
２
丁

目
）が
あ
る
。
こ
の
碑
、
世
直
し
の
き
っ
か

け
を
つ
く
っ
た
「
大
塩
の
乱
」
の
大
塩
平
八

郎（
号
、
中
斎
）と
、
尊
延
寺
村
出
身
の
門
人
、

才
次
郎
ら
を
顕
彰
し
て
い
る
。
小
規
模
な
が

ら
、
き
り
っ
と
し
た
す
が
す
が
し
さ
を
感
じ

る
碑
で
あ
る
。

自
由
民
権
運
動
の
「
自
由
は
土
佐
の
山
間

（
あ
い
）よ
り
出
づ
」
と
い
う
植
木
枝
盛
の
言

葉
を
参
考
に
す
る
な
ら
「
世
直
し
は
尊
延
寺

の
山
間
よ
り
出
づ
」
と
ば
か
り
に
、
墨
痕
あ

ざ
や
か
「
尊
延
寺
村
」
の
幟
が
北
河
内
の
山

間
に
立
っ
た
の
だ
。

◇
「
大
塩
の
乱
」
勃
発

飢
饉
が
続
く
、
天
保
８
年（
1
8
3
7
）２

月
19
日
、
時
な
ら
ぬ
、「
浪
速
の
花
火
」
が

打
ち
あ
が
る
。
午
前
８
時
頃
、
元
大
坂
町
奉

行
所
与
力
、
大
塩
平
八
郎
等
は
大
坂
天
満
の

自
宅
に
火
を
放
ち
、
邸
の
南
の
川
崎
東
照
宮

と
北
隣
の
朝
岡
邸
に
大
筒
を
打
ち
込
ん
だ
。

「
大
塩
の
乱
」
の
勃
発
で
あ
る
。

天
満
一
帯
を
焼
き
、
大
筒
を
放
ち
な
が
ら

南
方
向
へ
、
参
加
者
は
七
十
余
名
で
あ
っ
た
。

蜂
起
が
当
初
予
定
の
正
午
よ
り
早
く
な
っ
た

の
は
、
武
士
の
中
か
ら
裏
切
り
が
出
た
た
め

だ
。
正
午
頃
に
は
大
川
に
架
か
る
難
波
橋
を

渡
り
、
商
人
の
町
、
船
場
に
入
り
、
鴻
池
や

三
井
を
焼
き
払
う
。
今
橋
、
高
麗
橋
、
平
野

橋
等
が
焼
失
、
大
塩
の
檄
文
を
見
た
農
民
も

加
わ
り
、
総
数
は
３
０
０
人
ほ
ど
に
な
っ
て

い
た
。
午
後
２
時
頃
東
町
奉
行
所
な
ど
か
ら

追
討
隊
が
出
馬
、
銃
撃
戦
と
な
り
、
大
塩
勢

は
百
人
程
に
減
る
。
午
後
４
時
頃
、
淡
路
町

で
最
後
の
激
戦
を
展
開
、
大
塩
勢
は
総
崩
れ

と
な
り
、
散
り
散
り
に
逃
走
、
１
日
足
ら
ず

で
乱
は
終
結
し
た
。
何
故
か
大
塩
は
息
子
格

之
助
と
と
も
に
捜
査
の
目
を
潜
り
抜
け
、
大

坂
周
辺
を
転
々
と
逃
げ
続
け
た
。
決
起
２
日

前
に
自
身
が
幕
府
要
人
ら
に
送
付
し
た
密
書

（
建
議
書
）に
よ
っ
て
、
告
発
し
た
大
き
な
不

正
が
暴
露
さ
れ
る
こ
と
を
待
っ
て
い
た
と
も

い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
そ
の
密

書
は
幕
閣
で
葬
ら
れ
、
内
容
が
明
ら
か
に
な

る
の
は
伊
豆
韮
山
の
江
川
家
文
書
の
中
か
ら

発
見
さ
れ
た
密
書
写
し
の
研
究
に
よ
っ
て
現

代
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。

同
３
月
27
日
、
大
塩
父
子
は
船
場
の
靭
油

掛
町（
大
阪
市
西
区
）で
捕
吏
に
よ
っ
て
発
見

さ
れ
る
。
ふ
た
り
は
潜
居
し
て
い
た
五
郎
兵

衛
宅
に
火
を
放
ち
、
自
ら
爆
薬
を
括
り
破
裂

さ
せ
自
害
し
た
。
花
火
の
よ
う
に
夜
空
に
咲

き
、
一
瞬
に
消
滅
し
た
た
め
「
浪
速
の
花

火
」
と
称
さ
れ
た
。

◇
才
次
郎
ら
の
決
起

こ
の
乱
に
参
加
し
よ
う
と
決
意
し
て
い
た

の
が
、
尊
延
寺
村
の
農
民
、
深
尾
才
次
郎

で
あ
っ
た
。
才
次
郎
は
兄
治
兵
衛
の
家（
深

尾
家
表
家　

お
も
や
）に
同
居
し
、
天
保
２

年︵
1
8
3
1
︶に
大
塩
の
私
塾
洗
心
洞
に
入

門
し
て
い
た
。
か
ね
て
恩
師
大
塩
か
ら
決
起

の
日
時
を
知
ら
さ
れ
、
檄
文
を
渡
さ
れ
て
い

た
才
次
郎
は
、
２
月
19
日
、
正
午
の
決
起
予

定
時
刻
を
見
計
ら
い
、
治
兵
衛
宅
の
半
鐘
を

打
ち
鳴
ら
す
。
半
鐘
を
聞
い
て
村
人
が
集
ま

る
。
尊
延
寺
村
の
ほ
か
隣
村
、
杉
、
穂
谷
村

か
ら
合
わ
せ
て
百
人
以
上
が
集
ま
っ
た
と
い

う
。
当
日
、
兄
治
兵
衛
は
事
前
に
大
塩
か
ら

呼
び
出
さ
れ
て
不
在
で
あ
っ
た
。
在
宅
す
れ

ば
、
才
次
郎
の
蜂
起
に
反
対
す
る
で
あ
ろ
う

と
予
想
し
た
か
ら
と
の
こ
と
。
緻
密
な
計
画

で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
才
次
郎
は
黄
絹

の
袋
か
ら
取
り
出
し
た
大
塩
の
「
四
海
こ
ん

き
う
い
た
し
候
は
ば　

天
禄
な
が
く
た
た

ん
ー
ー
ー
」
の
有
名
な
「
檄
文
」
を
見
せ
村

人
に
読
み
聞
か
せ
る
。
高
名
な
儒
学

者
で
あ
る
大
塩
の
高
弟
で
、
大
塩

が
勝
利
す
れ
ば
、
年
貢
等
が
減
免
さ

れ
る
と
い
う
才
次
郎
の
言
葉
に
、
集

ま
っ
た
村
人
は
動
か
さ
れ
る
。
さ
ら

に
さ
し
あ
た
り
の
手
当
３
両
ず
つ
が

配
ら
れ
た
。
才
次
郎
の
母
の
ぶ
が
用

意
し
た
酒
や
牡
丹
餅
が
ふ
る
ま
わ
れ

た
。
村
役
人
ら
は
、
こ
れ
を
止
め
よ

う
と
す
る
が
、
才
次
郎
は
笑
い
な
が

ら
、「
勝
っ
て
帰
村
し
た
折
に
は
挨

拶
に
参
上
す
る
」
と
言
い
残
し
、
か

ね
て
用
意
の
鉄
砲
六
丁
、
竹
や
り

十
五
本
、
高
張
提
灯
二
張
を
持
ち
、

白
木
綿
に
「
尊
延
寺
村
」
と
墨
書
し

た
幟
を
高
く
掲
げ
、
大
坂
へ
向
か
う
。

総
勢
60
人
で
あ
っ
た
。（
参
考
、「
大

塩
事
件
と
深
尾
家
に
つ
い
て
」
深
尾

　

正
著
）　

留
守
を
預
か
っ
た
母
の

ぶ
は
「
才
次
郎
が
成
功
す
れ
ば
大

名
、
失
敗
し
た
ら
仕
置
き
、
今
日
の

勝
負
次
第
」
と
警
備
に
残
っ
た
村
人

数
人
に
言
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
才
次
郎
ら
一

行
は
枚
方
宿
を
経
由
し
、
暮
れ
六
つ
時（
午

後
６
時
）頃
、
守
口
宿
の
同
志
白
井
孝
右
衛

門
宅
に
至
る
。
こ
こ
で
才
次
郎
は
、
孝
右
衛

門
の
息
子
か
ら
、
大
塩
は
早
朝
す
で
に
挙
兵

し
、
敗
れ
て
逃
走
し
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
る
。

遅
か
っ
た
の
だ
。
こ
の
後
、
村
人
に
大
塩
が

敗
れ
た
こ
と
を
知
ら
せ
、
村
に
帰
る
よ
う
促

す
。
そ
の
後
、
才
次
郎
は
能
登
方
面
ま
で

逃
げ
る
が
、
羽
咋
の
福
浦
村（
現
在
の
志
賀

町
）の
船
宿
で
逃
げ
切
れ
ぬ
と
判
断
し
自
害

す
る
。
遺
骸
は
加
賀
藩
の
手
に
よ
っ
て
塩
漬

け
に
さ
れ
江
戸
に
送
ら
れ
た
。
翌
天
保
９
年

（
1
8
3
8
）８
月
、
裁
決
が
下
り
、
才
次
郎

ら
は
死
罪
と
さ
れ
る
。
９
月
18
日
、
乱
の
再

発
を
恐
れ
た
幕
府
の
手
に
よ
り
、
見
せ
し
め

の
た
め
塩
詰
め
さ
れ
て
い
た
大
塩
父
子
、
才

次
郎
ら
門
弟
の
遺
骸
と
と
も
に
大
坂
市
中
引

き
回
し
の
上
、
磔
、
３
日
間
、
飛
田
で
晒
さ

れ
た
。「
大
塩
の
乱
首
謀
者
磔
の
図
」（
市
史

別
巻
）に
よ
る
と
19
人
が
２
列
で
執
行
さ
れ
、

後
列
左
端
の
人
物
に
「
尊
延
寺
村
才
次
郎
」

と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
処
刑
の
様
子
を
書
き
留
め
て
い
た
の

が
、
枚
方
、
中
振
村
の
庄
屋
、
畠
山
武
兵
衛

で
あ
る
。
そ
の
日
記
に
「
十
八
日
、
極
天
気
、

早
朝
よ
り
伊
兵
衛
連
れ
、
出
坂
い
た
し
、
大

塩
一
条
御
仕
置
在
之
、
見
物
い
た
し
、
江
戸

屋
に
て
一
宿
い
た
し
候
」
と
記
し
て
い
る
。

大
塩
事
件
に
深
く
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と

を
伺
わ
せ
る
。

な
お
、
才
次
郎
の
兄
治
兵
衛
は
、
蜂
起
に

同
行
を
求
め
ら
れ
る
が
、
途
中
、
難
波
橋
で

抜
け
出
て
帰
村
す
る
。
義
兄
の
庄
屋
治
五
平

（
深
尾
家
本
家　
ほ
ん
け
）に
付
き
添
わ
れ
て
、

船
橋
村
に
あ
っ
た
尊
延
寺
村
の
領
主
、
旗
本

永
井
家
陣
屋
に
出
頭
し
た
後
、
大
坂
町
奉
行

所
に
自
訴
、
取
り
調
べ
中
に
獄
死
す
る
。
死

骸
は
取
り
捨
て
、
田
畑
、
屋
敷
は
闕
所
と

さ
れ
る
。
母
の
ぶ
も
奉
行
所
内
で
獄
死
す
る
。

い
ず
れ
も
激
し
い
拷
問
が
推
測
さ
れ
る
。
く

わ
だ
て
を
才
次
郎
か
ら
聞
き
、
協
力
し
た
と

判
断
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
参
加
し
た
村
人

は
引
き
回
し
の
上
、
獄
門
２
名
、
摂
津
河
内

国
構
い
２
名
、
所
払
い
２
名
、
重
追
放
２
名
、

敲
き
97
名
、
三
十
日
押
し
込
み
１
名
、
叱
り

２
名
と
処
分
は
重
く
、
村
全
体
に
及
ん
だ
。

深
尾
家
の
菩
提
寺
「
来
雲
寺
」
の
過
去
帳
に

は
、
亡
く
な
っ
た
14
名
の
村
人
の
名
前
が
あ

る
そ
う
だ
。（
写
真
③
、
深
尾
家
菩
提
寺
「
浄

土
宗
来
雲
寺
」
の
門
前
）

才
次
郎
の
治
兵
衛
家
は
明
治
に
な
っ
て
、

治
兵
衛
の
子
、
正
太
郎
が
再
興
を
認
め
ら
れ

る
。
し
か
し
、
昭
和
期
に
子
孫
が
絶
え
、
正

太
郎
屋
敷
跡
は
畑
と
な
り
、
一
角
に
「
大
塩

中
斎
遺
跡
」
碑
が
建
立
さ
れ
る
。

親
戚
で
あ
る
庄
屋
治
五
平
は
決
起
を
阻
止

し
よ
う
と
し
た
が
、
家
に
火
を
つ
け
る
と
お

ど
さ
れ
、
こ
れ
が
な
ら
ず
、
直
ち
に
領
主
ら

に
報
告
し
、
事
態
の
収
拾
に
努
め
た
。
治
五

平
は
急
度（
き
っ
と
）叱
と
い
う
比
較
的
軽
い

処
分
で
す
ん
だ
。

◇
枚
方
初
の
代
議
士
誕
生

な
お
、
治
五
平
家
を
継
い
だ
治
郎
八
の
次

男
と
し
て
尊
延
寺
に
生
ま
れ
た
深
尾
龍
三

（
り
ょ
う
ぞ
う
）は
、
明
治
の
民
権
運
動
に
か

か
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
、
氷
室
村
の
村
長

を
経
て
第
五
回
総
選
挙（
明
治
31
年
３
月　

1
8
9
8
）で
当
選
、
枚
方
市
内
初
の
代
議

士
と
な
る
。
再
選
さ
れ
る
も
第
七
回
総
選
挙

で
落
選
。
４
年
半
の
代
議
士
生
活
で
あ
っ
た
。

落
選
し
た
龍
三
は
直
ち
に
北
海
道
に
渡
り
、

明
治
36
年（
1
9
0
3
）２
月
、
２
代
目
根
室

町
長
に
当
選
す
る
。
根
室
実
業
学
校（
現
根

室
高
校
）の
誘
致
な
ど
、
教
育
振
興
に
努
め

た
ら
し
い
が
、
在
職
中
の
40
年
２
月
、
京
都

で
病
死
す
る
。
根
室
町
で
は
顕
彰
碑
を
建
立

す
る
予
定
で
あ
っ
た
そ
う
だ
が
、
妻
が
、
そ

の
費
用
は
学
校
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
断
っ

た
と
い
う
。
根
室
に
ゆ
か
り
の
な
い
龍
三
が

な
ぜ
遠
い
道
東
に
渡
っ
た
の
か
は
謎
で
あ
る
。

北
海
道
発
展
の
礎
た
ら
ん
と
し
た
の
だ
ろ
う

か
。北

河
内
の
山
間
に
夜
明
け
を
も
た
ら
す
た

め
、
恩
師
と
と
も
に
決
起
し
た
才
次
郎
と
村

人
を
称
え
る
人
々
は
い
ま
も
絶
え
な
い
。
明

治
に
な
っ
て
才
次
郎
と
母
の
ぶ
の
墓
が
、
碑

が
建
つ
丘
の
向
か
い
の
丘
の
中
腹
、
深
尾
家

の
墓
地
内
に
建
て
ら
れ
、
ふ
た
り
は
静
か
に

眠
っ
て
い
る
。

（
参
考
図
書
、「
歴
史
誕
生
２
」
角
川
書
店
、

「
枚
方
の
歴
史
」
常
松
隆
嗣
他
著
、「
枚
方
市

史
別
巻
」「
郷
土
枚
方
の
歴
史
」「
枚
方
風
土

記
」
枚
方
市
）

◎
大
塩
中
斎
遺
跡
碑　
尊
延
寺
２
丁
目　

枚
方
市
駅
か
ら
バ
ス
「
穂
谷
」
行
き
約
30

分
、「
榁
谷
橋
」
下
車
、
進
行
方
向
左
の
丘

上
、
徒
歩
約
５
分

大
塩
中
斎
の
顕
彰
碑

　
　
　
　
　
山や

ま

　
あ
い間
の
尊
延
寺

宿
場
町
枚
方
を
考
え
る
会
元
会
長  

堀
家
啓
男

交
野
ケ
原
編

North Notes of Historia

②「大塩中斎遺跡」碑」③深尾家菩提寺「浄土宗来雲寺」の門前

①バス停「榁谷橋」



今
月
は
北
大
阪
商
工
会
議
所
の
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
本
会
交
流
委
員
会
の
小
野
島
委
員

長
と
一
緒
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

広
報
：
小
野
島
委
員
長
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
さ
っ
そ
く
で
す
が
、
北
大
阪

商
工
会
議
所
の
サ
ー
ビ
ス
で
特
に
注
目
す
べ

き
も
の
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

小
野
島
委
員
長
：
北
大
阪
商
工
会
議
所
の

サ
ー
ビ
ス
に
は
、
大
き
く
３
つ
の
サ
ー
ビ
ス

が
あ
り
ま
す
。

　
１
つ
目
は
、
指
導
課
が
行
っ
て
い
る
各
種

経
営
相
談
で
す
。
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
融

資
制
度
で
無
担
保
・
保
証
人
不
要
で
融
資
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
「
マ
ル
経
融
資
」
を

は
じ
め
と
す
る
融
資
制
度
の
相
談
、
販
路
開

拓
や
法
律
・
税
務
・
労
務
の
相
談
な
ど
も
で

き
ま
す
。
ま
た
補
助
金
申
請
書
の
作
成
支
援

も
魅
力
的
で
す
。
申
請
時
に
必
要
な
事
業
計

画
の
作
成
支
援
を
は
じ
め
、
ト
ー
タ
ル
で
サ

ポ
ー
ト
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
２
つ
目
は
、
労
働
保
険
事
務
組
合
が
行
っ

て
い
る
労
働
保
険
の
サ
ポ
ー
ト
で
す
。
特
に

建
設
系
の
方
々
に
は
現
場
の
労
災
保
険
の
サ

ポ
ー
ト
が
オ
ス
ス
メ
で
す
。
労
災
加
入
の
手

続
き
も
必
要
な
書
類
を
持
っ
て
い
く
だ
け
で

ス
ム
ー
ズ
に
進
み
ま
す︵
一
部
有
料
の
場
合

あ
り
︶。

　
３
つ
目
は
、
情
報
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
い

る
I
T
活
用
の
支
援
で
す
。
簡
単
に
更
新
が

で
き
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
総
合
サ
ー
ビ
ス
の

「
ポ
ケ
カ
ン
」、
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
を
簡
単
に
作

れ
る
「
ア
プ
リ
シ
ア
」
を
は
じ
め
、
様
々
な

I
T
ツ
ー
ル
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
情

報
シ
ス
テ
ム
の
企
画
や
I
T
活
用
、
W
E
B

活
用
な
ど
の
相
談
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
も

可
能
。
北
大
阪
商
工
会
議
所
は
全
国
で
も
特

に
I
T
に
力
を
入
れ
て
い
る
商
工
会
議
所
で
、

そ
の
他
に
も
多
数
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
仕
事
に
役
立
つ
各
種
セ
ミ

ナ
ー
・
講
演
会
・
研
修
の
開
催
や
、
販
路
拡

大
に
つ
な
が
る
商
談
会
・
展
示
会
・
交
流
会

の
開
催
な
ど
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

広
報
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
た
く
さ

ん
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
ね
。
今
年
度
、

新
し
く
始
ま
っ
た
サ
ー
ビ
ス
は
あ
り
ま
す

か
？

小
野
島
委
員
長
：
最
近
で
は
新
し
い
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
、
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
作
成
支
援

サ
ー
ビ
ス
、LIN

E

・
ア
プ
リ
で
の
情
報
発

信
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も

自
社
を
効
果
的
に
P
R
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て

活
用
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
日
本
商
工
会
議

所
がC

A
M

PFIRE

と
提
携
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
支
援

を
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。
新

た
な
事
業
の
立
ち
上
げ
、
商
品
を
テ
ス
ト
販

売
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

広
報
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
た
な

サ
ー
ビ
ス
が
続
々
と
追
加
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

具
体
的
に
私
た
ち
が
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た

い
と
思
っ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
に
相
談
す
れ

ば
良
い
で
し
ょ
う
か
？

小
野
島
委
員
長
：
車
塚
に
あ
る
「
き
ら
ら
」

の
６
階
へ
来
て
い
た
だ
け
れ
ば
相
談
が
可
能

で
す
。
ま
た
、
寝
屋
川
市
・
交
野
市
の
支
所

で
も
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

一
部
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
事
前
予
約
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
電

話
で
確
認
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
本
会
交
流
委
員
会
で
は
本
会

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
推
進
や
職
員
さ
ん
と
の
交

流
を
目
的
と
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

広
報
：
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
で

す
か
？

小
野
島
委
員
長
：
２
ヶ
月
に
１
回
、
本
会
の

職
員
さ
ん
と
の
ラ
ン
チ
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
何
か
ら
始
め
て
良
い
か
分
か
ら
な
い
、

相
談
す
る
の
も
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
い
う
方

に
、
気
軽
に
話
が
で
き
る
よ
う
な
場
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
６
月
、
８
月
、
10

月
の
開
催
予
定
で
す
。
ま
た
、
12
月
に
本
会

職
員
さ
ん
と
の
交
流
事
業
も
企
画
し
て
い
ま

す
。
こ
ち
ら
は
年
に
１
度
の
事
業
で
、
多
く

の
職
員
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
こ

ち
ら
も
是
非
ご
参
加
い
た
だ
き
、
気
軽
に
相

談
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ち
な
み
に
私
も

昨
年
度
参
加
し
、
多
く
の
職
員
さ
ん
と
知
り

合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

広
報
：
な
る
ほ
ど
、
本
会
と
の
交
流
の
機
会

を
大
切
に
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。

小
野
島
委
員
長
：
は
い
。
そ
の
他
に
も
青
年

部
に
入
会
し
て
い
る
と
、
色
々
な
事
業
で
本

会
の
職
員
さ
ん
と
関
わ
る
機
会
が
増
え
ま
す
。

ま
た
青
年
部
メ
ン
バ
ー
で
も
本
会
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
て
い
る
方
も
多
く
、
皆
さ
ん
知

り
合
い
伝
え
の
口
コ
ミ
で
利
用
を
決
め
る
方

が
多
い
で
す
よ
。

広
報
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
会
交

流
委
員
長
と
し
て
読
者
の
皆
さ
ん
に
伝
え
た

い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
？

小
野
島
委
員
長
：
ま
だ
ま
だ
本
会
サ
ー
ビ
ス

の
認
知
度
が
低
い
の
で
本
会
交
流
委
員
会
と

し
て
も
本
会
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
を
促
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
商
工
会
議
所
に

入
っ
た
メ
リ
ッ
ト
を
充
分
に
活
か
す
た
め
に

は
、
ま
ず
は
気
軽
に
ご
相
談
を
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
青
年
部
担
当
の
職
員
さ
ん
を
は
じ

め
、
皆
さ
ん
親
切
に
対
応
い
た
だ
き
相
談
し

や
す
い
雰
囲
気
の
方
ば
か
り
で
す
よ
。
私
も

青
年
部
に
入
会
し
て
最
初
の
頃
は
商
工
会
議

所
の
こ
と
を
あ
ま
り
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
職
員
さ
ん
と
仲
良
く
な
る
と
色
々
と

教
え
て
い
た
だ
け
る
の
で
助
か
っ
て
い
ま
す
。

広
報
：
小
野
島
委
員
長
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　今回ご紹介したサービスの相談は、こちらか
ら可能です。
　ぜひとも商工会議所のサービスを充分に活用
して、メリットを受けてみてください。

■ 各種経営相談
　中小企業相談所 指導課
　072-843-5154
　枚方市車塚１丁目１番１号 輝きプラザきらら６階
■ 労働保険の相談
　中小企業相談所 労働保険事務組合
　072-843-5157
　枚方市岡本町７-１ 枚方ビオルネ５F
■ IT活用の相談
　情報センター
　072-894-1160
　交野市私部西２-16-１ NTT交野ビル
　※‌�プレスリリース、LINEでの情報発信サービ

ス、クラウドファンディング活用もこちら(要
確認)

※‌�寝屋川市・交野市の会員は各市の支所でも相
談を受付しております。

　‌�寝屋川支所：072-828-5151
　　　　　　　寝屋川市東大利町２-14
　交 野 支 所：072-892-6700
　　　　　　　交野市私部１-１-２
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青年部 Young Entrepreneurs Group Information 青年部http://kitaosaka-yeg.jp/

せいしょう

青年部ニュース
発　行

北大阪商工会議所
青年部　広報委員会

本
会
交
流
委
員
長
に
聞
く

今
年
度
注
目
の
本
会
サ
ー
ビ
ス

第273号

Young Entrepreneurs
 Group Informaition

北大阪商工会議所 青年部北大阪商工会議所 青年部

〒573-1159　枚方市車塚１丁目１番１号 輝きプラザ「きらら」６Ｆ 枚方市立地域活性化支援センター内
TEL：072-843-5163　FAX：072-841-0173　北大阪商工会議所青年部事務局　http://kitaosaka-yeg.jp/

ご興味のある方は
こちらへ　　

令和５年度スローガン

令和５年度会長　亀岡健太郎
互

ご

敬
けい

相
あい

笑
しょう

  敬意と感謝を響きあわせ、個と共を両得させよう

商工会議所青年部【YEG】は
次代の地域経済を担う
若手経営者の集まりです。

会員募集



二
○
二
三
年
　
盛
夏

北
大
阪
商
工
会
議
所

会
　
　
　
　
　
頭
　
　
久
門
哲
男

副
　
　
会
　
　
頭
　
　
佐
々
木
啓
益

副
　
　
会
　
　
頭
　
　
村
田
孝
義

副
　
　
会
　
　
頭
　
　
寺
村
眞
悟

副
　
　
会
　
　
頭
　
　
松
本
秀
作

専
務
理
事
・
事
務
局
長
　
　
谷
本
雅
洋

理
　
　
　
　
　
事
　
　
宮
本
勝
裕

大
阪
高
級
鋳
造
鉄
工
株
式
会
社

〒573-1153

枚
方
市
招
提
大
谷
二–

一
〇–

一

T
E
L 

〇
七
二–

八
五
六–

二
三
〇
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
五
六–

二
三
〇
六

取
締
役
副
会
長

駒
村
孝
道

取
締
役
会
長

駒
村
裕
史

大
阪
ガ
ス
株
式
会
社

東
部
地
区

支

配

人

福
井
克
久

〒578-8502

東
大
阪
市
稲
葉
二–

三–

一
七

T
E
L 

〇
七
二–

九
六
六–

五
七
八
一

F
A
X 

〇
七
二–

九
六
六–

七
〇
八
〇

エ
ム
ケ
イ
産
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

長

森
川
正
敏

〒573-0137

枚
方
市
春
日
北
町
一–

三–

一

T
E
L 

〇
七
二–

八
五
八–

五
五
三
三

F
A
X 

〇
七
二–

八
五
八–

三
三
〇
〇

株
式
会
社
ア
ク
セ
ス

代
表
取
締
役

社

　
長

村
田
孝
義

〒573-0023

枚
方
市
東
田
宮
一–

一
一–

三
三

T
E
L 

〇
七
二–

八
四
五–

三
一
八
三

F
A
X 

〇
七
二–

八
四
五–

三
一
九
九

株
式
会
社
ア
イ
ワ
サ
ー
ビ
ス

代
表
取
締
役

葛
西
里
美

〒573-0023

枚
方
市
東
田
宮
一–

八–

五

T
E
L 

〇
七
二–

八
四
一–

〇
三
三
八

F
A
X 

〇
七
二–

八
四
四–

八
二
二
一

代
表
取
締
役

株
式
会
社
イ
ン
テ
グ
リ
テ
ィ
エ
ナ
ジ
ー

北
角  

　強

〒573-1171

枚
方
市
三
栗
一–

二
八–

七
五

T
E
L 

〇
七
二–

八
六
四–

〇
二
三
〇

F
A
X 

〇
七
二–

三
四
四–

五
八
二
九

ア
ク
テ
ッ
ク
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

長

芦
田
知
之

〒573-0102
枚
方
市
長
尾
家
具
町
三–

一
〇–

一
〇

T
E
L 

〇
七
二–

八
五
七–

〇
八
九
八

F
A
X 

〇
七
二–

八
五
〇–

一
九
二
一

安
積
建
設
株
式
会
社

〒573-1162

枚
方
市
田
口
四–

五
九–

八

T
E
L 

〇
七
二–

八
四
八–

〇
四
六
〇

F
A
X 

〇
七
二–

八
四
九–

五
六
一
七

相
談
役
会
長

代
表
取
締
役

安
積
輝
男

安
積
輝
義

有
限
会
社
ウ
チ
ヤ
マ
建
設

　
代
表
取
締
役

内
山
惠
一

〒573-0112

枚
方
市
尊
延
寺
六
〇
八–

一

T
E
L 

〇
七
二–

八
五
八–

二
二
二
二

F
A
X 

〇
七
二–

八
五
八–

二
二
九
九

住
ま
い
の
イ
シ
ハ
ラ

石
原
グ
ル
ー
プ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

石
原
一
矢

〒572-0024

寝
屋
川
市
石
津
南
町
九–

八

T
E
L 

〇
七
二–

八
三
〇–

七
二
八
七

F
A
X 

〇
七
二–

八
三
〇–

七
二
八
九

エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
西
日
本
株
式
会
社

近
畿
支
社 

上
村

　浩

〒573-8567

枚
方
市
中
宮
大
池
二–

一
〇–

一

T
E
L 

〇
七
二–

八
四
〇–

一
五
六
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
四
九–

一
八
二
二

取

締

役

近
畿
支
社
長

株
式
会
社
小
川
瓦
工
業

代
表
取
締
役

糸
満
英
和

〒573-0071

枚
方
市
茄
子
作
二–

一
二–

二

T
E
L 

〇
七
二–

八
五
四–

〇
一
一
六

F
A
X 

〇
七
二–

八
五
四–

〇
二
二
六

大
阪
油
化
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

堀
田
哲
平

〒573-1191

枚
方
市
新
町
一–

一
二–

一

関
西
ア
ネ
ッ
ク
ス
第
二
ビ
ル
七
階

T
E
L 

〇
七
二–

八
六
一–

五
三
二
二

大
森
布
実
子
税
理
士
事
務
所

税

理

士

大
森

　正

税

理

士

大
森
布
実
子

〒576-0033

交
野
市
私
市
一–

一
七–

二

T
E
L 

〇
七
二–

八
九
二–

八
九
一
四

F
A
X 

〇
七
二–

八
九
二–

一
四
三
〇

有
限
会
社
大
西
工
芸
社

取

締

役

大
西
信
駛

〒573-0053

枚
方
市
伊
加
賀
南
町
五–

一
三

T
E
L 

〇
七
二–
八
四
一–

二
八
九
四

F
A
X 

〇
七
二–
八
四
一–

三
六
一
三
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北
口
建
設
工
業
株
式
会
社

〒572-0812

寝
屋
川
市
新
家
一–

八–

七

T
E
L 

〇
七
二–

八
二
三–

〇
八
二
三

F
A
X 

〇
七
二–

八
二
三–

一
三
八
五

代
表
取
締
役

北
口
隆
広

株
式
会
社
北
村
商
店

代
表
取
締
役

北
村
安
揮
男

〒576-0052

交
野
市
私
部
五–

二–

三
八

T
E
L 

〇
七
二–

八
九
一–

一
一
六
三

F
A
X 

〇
七
二–

八
九
二–

三
〇
三
三

関
西
マ
ネ
ジ
興
業
株
式
会
社

〒572-8550

寝
屋
川
市
高
柳
二–

二
一–

七

T
E
L 

〇
七
二–
八
二
八–

三
七
一
一

F
A
X 

〇
七
二–
八
二
八–

三
七
一
八

菅
岡
満
壽
子

代
表
取
締
役

河
本
興
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

河
本
能
久

〒573-0021

枚
方
市
中
宮
西
之
町
三–

八

T
E
L 

〇
七
二–

八
四
〇–

三
二
二
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
四
〇–

三
二
二
三

取
締
役
会
長

河
本
守
重

関
西
環
境
リ
サ
ー
チ
株
式
会
社

櫻
井
益
雄

〒572-0021

寝
屋
川
市
田
井
町
二
一–

三
〇

T
E
L 

〇
七
二–

八
三
五–

五
五
九
八

F
A
X 

〇
七
二–

八
三
五–

五
二
七
六

取
締
役
会
長

櫻
井
壮
一

代
表
取
締
役

関
西
ガ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

加
賀

　勉

〒576-0042

交
野
市
梅
が
枝
五
五–

一
五

T
E
L 

〇
七
二–

八
九
二–

一
二
〇
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
九
一–

三
〇
二
二

弁

護

士

門
前
武
彦
法
律
事
務
所

北
大
阪
商
工
会
議
所 

顧
問
弁
護
士 

法
律
相
談
担
当

門
前
武
彦

〒573-0084

枚
方
市
香
里
ヶ
丘
七–

八–

六

T
E
L 

〇
七
二–

八
五
二–

二
二
七
七

F
A
X 

〇
七
二–

三
九
五–

六
六
一
七

交
野
開
発
株
式
会
社

交
野
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

代
表
取
締
役

藤
木
浩
子

〒576-0001

交
野
市
倉
治
二
九
三
七

T
E
L 

〇
七
二–

八
九
二–

一
一
〇
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
九
二–

一
一
〇
五

代
表
取
締
役

株
式
会
社
加
地谷

垣
修
𠮷

〒576-0051

交
野
市
倉
治
五–

一–

三
八

T
E
L 

〇
七
二–

八
九
二–

〇
〇
〇
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
九
二–

六
八
八
五

株
式
会
社
カ
タ
ノ
薬
局

取
締
役
会
長

森

　光
雄

〒576-0052

交
野
市
私
部
二–

一
四–

九

T
E
L 

〇
七
二–

八
九
一–

〇
〇
三
四

F
A
X 

〇
七
二–

八
九
三–

三
六
〇
五

株
式
会
社
交
野
運
送

代
表
取
締
役

田
崎
一
人

〒576-0051

交
野
市
倉
治
六–

四
四–

六

T
E
L 

〇
七
二–

八
九
一–

一
二
五
八

F
A
X 

〇
七
二–

八
九
一–

一
四
九
三

代
表
取
締
役

社

長

株
式
会
社
O
D
A

永
野

　茂

〒572-0816

寝
屋
川
市
河
北
中
町
三
七
番
二
号

T
E
L 
〇
七
二–

八
二
四–

八
一
一
三

F
A
X 
〇
七
二–

八
二
四–

八
一
一
五

恩
地
食
品
株
式
会
社

〒573-0067

枚
方
市
伊
加
賀
緑
町
二–

二

T
E
L 

〇
七
二–

八
四
五–

一
一
二
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
四
六–

二
六
九
一

恩
地
宏
昌

代
表
取
締
役

社

長

オ
フ
ィ
ス 

き
も
と

〒576-0014

交
野
市
星
田
山
手
五–

四–

一
五

T
E
L 

〇
九
〇–

七
四
九
四–

六
九
三
八

F
A
X 

〇
七
二–

八
九
四–

〇
六
二
七

特
定
社
会
保
険
労
務
士

行
政
書
士

独
立
型
社
会
福
祉
士

木
本
信
男

株
式
会
社
京
都
銀
行
牧
野
支
店

支

店

長

米
田
孝
司

〒573-1146

枚
方
市
牧
野
阪
二–

六–

一

T
E
L 

〇
七
二–

八
五
六–

一
四
一
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
五
〇–

七
八
八
七

京
都
信
用
金
庫
枚
方
支
店

橋
本
孝
一

〒573-0022

枚
方
市
宮
之
阪
一–

二
四–

一

T
E
L 

〇
七
二–

八
四
八–

二
一
一
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
四
八–

二
七
七
五

支

店

長

幸
福
米
穀
株
式
会
社

北
本

　明

〒573-0072

枚
方
市
茄
子
作
南
町
一
三
一
二

T
E
L 

〇
七
二–

八
六
〇–

一
五
一
五

F
A
X 

〇
七
二–

八
六
〇–

一
五
三
〇

取
締
役
会
長

ク
モ
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

久
門
哲
男

〒573-0136

枚
方
市
春
日
西
町
二–

二
五–

一
三

T
E
L 

〇
七
二–

八
五
九–

二
八
〇
〇

F
A
X 

〇
七
二–

八
五
八–

四
一
〇
二

有
限
会
社
共
栄
ド
ラ
イ

渡
邉
尚
仁

〒573-0071

枚
方
市
茄
子
作
三–

三
二–

一
六

T
E
L 

〇
七
二–

八
五
三–

〇
一
八
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
五
三–

〇
一
八
二

代
表
取
締
役

株
式
会
社
ク
ボ
タ
枚
方
製
造
所

所

長

金
本
吉
郎

〒573-0004

枚
方
市
中
宮
大
池
一–

一–

一

T
E
L 

〇
七
二–

八
四
〇–

一
一
二
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
九
〇–

二
六
一
〇

株
式
会
社
サ
ン
エ
ス
モ
ー
タ
ー
ス

日
産
チ
ェ
リ
ー
枚
方
西
販
売
株
式
会
社

代
表
取
締
役

合
田
幸
夫

〒573-1171

枚
方
市
三
栗
一–

二–

一
四

T
E
L 

〇
七
二–

八
五
一–

六
〇
〇
〇

F
A
X 

〇
七
二–

八
五
五–

九
〇
五
五

株
式
会
社 

小
松
製
作
所 

大
阪
工
場

谷
川
徳
彦

〒573-1011

枚
方
市
上
野
三–

一–

一

T
E
L 

〇
七
二–

八
四
〇–

六
一
〇
二

F
A
X 

〇
七
二–

八
四
八–

五
六
〇
二

執
行
役
員

生
産
本
部

大
阪
工
場
長

坂
部
電
設
工
業
株
式
会
社

取
締
役
会
長

坂
部
憲
彦

〒573-0164

枚
方
市
長
尾
谷
町
一–

三
〇
三–

八

T
E
L 

〇
七
二–

八
五
〇–

二
二
一
三

F
A
X 

〇
七
二–

八
五
〇–

二
二
一
四

京
阪
鋼
材
株
式
会
社

髙
橋
克
文

〒573-0072

枚
方
市
茄
子
作
南
町
二
三
三–

五

T
E
L 

〇
七
二–

八
六
〇–

三
一
二
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
六
〇–

三
一
四
一

代
表
取
締
役

株
式
会
社
グ
ラ
ン
ツ

代
表
取
締
役

会

長

柳
澤
謙
次

〒573-0024

枚
方
市
田
宮
本
町
一
四–

一
〇

T
E
L 

〇
七
二–

八
四
三–

〇
〇
九
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
四
三–

〇
〇
九
二

医
療
法
人

　恵
生
会

理

事

長

堀
内
真
人

〒579-8036

東
大
阪
市
鷹
殿
町
七–

四

T
E
L 

〇
七
二–

九
八
二–

五
五
〇
一

F
A
X 

〇
七
二–

九
八
二–

五
五
〇
二

倉
敷
紡
績
株
式
会
社寝屋

川
工
場

工

場

長

山
本
英
樹

〒572-0823

寝
屋
川
市
下
木
田
町
一
四–

五

T
E
L 

〇
七
二–

八
二
二–

一
一
六
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
二
二–

九
三
三
三

三
幸
化
工
株
式
会
社

代
表
取
締
役

宮
武
正
和

〒573-0136

枚
方
市
春
日
西
町
二–

二
六–

一
一

T
E
L 

〇
七
二–

八
五
九–

一
四
八
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
五
九–

一
四
九
一

株
式
会
社
シ
マ
ナ
カ

代
表
取
締
役

嶋
中
隆
治

〒572-0856

寝
屋
川
市
宇
谷
町
九–

一

T
E
L 

〇
七
二–

八
二
二–

一
一
一
三

F
A
X 

〇
七
二–

八
二
二–

一
一
四
四

株
式
会
社
サ
ン
エ
ー
ス

谷
岡
倫
常

〒573-0135

枚
方
市
春
日
元
町
一–
三
八–

二
〇

T
E
L 

〇
七
二–

八
五
八–
三
三
一
八（
代
）

F
A
X 

〇
七
二–

八
五
八–
八
一
五
四

代
表
取
締
役
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大
建
管
理
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

　
長

吉
原

　毅

〒573-0065

枚
方
市
出
口
三–

一–

二
〇

T
E
L 

〇
七
二–

八
三
四–

二
九
二
七

F
A
X 

〇
七
二–

八
三
四–

〇
四
一
七

ダ
イ
コ
ロ
株
式
会
社

〒573-1132

枚
方
市
招
提
田
近
二–

八

T
E
L 

〇
七
二–

八
五
〇–

〇
七
七
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
一
九–

五
二
八
四

代
表
取
締
役

社

　
長

松
本
秀
作

株
式
会
社
そ
ご
う

代
表
取
締
役

十
河
宏
輔

〒573-0015

枚
方
市
村
野
東
町
二–

一
三

T
E
L 

〇
七
二–

八
九
〇–

〇
〇
一
六

F
A
X 

〇
七
二–

八
九
〇–

〇
〇
二
六

株
式
会
社
仙
波
鉄
工
所

代
表
取
締
役

仙
波
憲
二

〒576-0017

交
野
市
星
田
北
四–

三
二–

一

T
E
L 

〇
七
二–

八
九
一–

一
四
六
八

F
A
X 

〇
七
二–

八
九
二–

七
三
二
二

杉
本
隆
志
税
理
士
事
務
所

税

理

士

税

理

士

石
原
紀
一

〒572-0009

寝
屋
川
市
末
広
町
七–

一
八

T
E
L 

〇
七
二–

八
三
四–

二
一
五
五

F
A
X 

〇
七
二–

八
三
二–

〇
八
七
八

杉
本
隆
志

代
表
取
締
役

社

　
長

原

　舜
輔

扇
港
樹
脂
工
業
株
式
会
社

〒576-0054

交
野
市
幾
野
五–

一
〇–
一

T
E
L 

〇
七
二–

八
九
一–

〇
三
五
六

F
A
X 

〇
七
二–

八
九
一–

〇
三
五
九

医
療
法
人
　崇
孝
会
　北
摂
ク
リ
ニ
ッ
ク

理

事

長

柚
木
孝
仁

〒567-0826

茨
木
市
大
池
一–

一
〇–

三
七

T
E
L 

〇
七
二–

六
三
三–

三
三
一
三

F
A
X 

〇
七
二–

六
三
五–

五
七
七
三

ジ
ョ
プ
ラ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

長

今
堀
勇
一

〒576-0017

交
野
市
星
田
北
一–

二
七–

一
〇

T
E
L 

〇
七
二–

八
九
三–

六
三
〇
〇

F
A
X 

〇
七
二–

八
九
三–

六
三
〇
五

新
関
西
製
鐵
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

長

松
谷

　修

〒576-0017

交
野
市
星
田
北
四–

二
六–

一

T
E
L 

〇
七
二–

八
九
一–

〇
六
二
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
九
一–

五
四
一
一

大
商
化
成
株
式
会
社

加
山
俊
哉

〒573-1132

枚
方
市
招
提
田
近
一–

一
二–

五

T
E
L 

〇
七
二–
八
五
六–

三
六
五
五

F
A
X 

〇
七
二–
八
六
八–

八
五
一
八

代
表
取
締
役

社

　
長

ジ
ュ
ラ
ロ
ン
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

　
長

山
本

　進

〒576-0053

交
野
市
郡
津
二–

五
一–

八

T
E
L 

〇
七
二–

八
九
一–

五
五
一
五

F
A
X 

〇
七
二–

八
九
二–

一
七
一
〇

大
正
精
工
株
式
会
社

熱
意
と
誠
意
を
カ
タ
チ
に
す
る

代
表
取
締
役

與

　義
廣

〒573-0136

枚
方
市
春
日
西
町
一–

二
〇–

一

T
E
L 

〇
七
二–

八
五
九–

七
七
五
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
六
〇–

七
八
七
七

大
神
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

田
中
弘
済

〒573-0032
枚
方
市
岡
東
町
二
六–

三

T
E
L 

〇
七
二–

八
四
三–

三
五
二
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
四
一–

三
六
五
五

大
東
土
地
株
式
会
社

代
表
取
締
役

大
東
範
行

〒572-0082

寝
屋
川
市
香
里
本
通
町
五–

一
一

T
E
L 

〇
七
二–

八
三
五–

〇
〇
八
五

F
A
X 

〇
七
二–

八
三
五–

〇
〇
一
〇

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

大
阪
中
央
支
社

支

社

長

石
川
直
樹

〒540-0012

大
阪
市
中
央
区
谷
町
一–

五–

四

T
E
L 

〇
六–

六
九
四
二–

〇
三
九
一

F
A
X 

〇
六–

六
九
二
〇–

四
三
八
八

有
限
会
社
ダ
イ
ト
ー

代
表
取
締
役

天
沼
弘
至

〒572-0056

寝
屋
川
市
御
幸
西
町
二
五–

四
八

T
E
L 

〇
七
二–

八
二
九–

八
七
八
〇

F
A
X 

〇
七
二–

八
三
八–

〇
九
七
四

日
本
カ
タ
ン
株
式
会
社

太
田
吉
彦

〒573-1020

枚
方
市
磯
島
南
町
一
三–

一

T
E
L 

〇
七
二–

八
四
〇–

一
三
八
二

F
A
X 

〇
七
二–

八
四
〇–

八
四
五
一

代
表
取
締
役

社

長

日
本
精
線
株
式
会
社
枚
方
工
場

大
塚
雅
彦

〒573-8522

枚
方
市
池
之
宮
四–

一
七–

一

T
E
L 

〇
七
二–

八
四
〇–

一
二
六
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
四
〇–

一
四
五
八

常
務
執
行
役
員

枚
方
工
場
長

大
八
化
学
工
業
株
式
会
社

寝
屋
川
工
場

工

場

長

左
雲
邦
宏

〒572-0812

寝
屋
川
市
新
家
一–

九–

一

T
E
L 

〇
七
二–

八
二
一–

二
一
六
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
二
一–

二
一
九
九

高
島
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役

髙
島
叔
孝

〒573-1144

枚
方
市
牧
野
本
町
一–

一
〇–

三
九

T
E
L 

〇
七
二–

八
五
七–

六
九
五
七

F
A
X 

〇
七
二–

八
五
七–

六
九
二
一

代

表

者

田
中
豪
経
営
会
計
事
務
所

田
中

　豪

〒541-0041
大
阪
市
中
央
区
北
浜
二–

五–

二
三 

小
寺
プ
ラ
ザ
九
階

T
E
L 

〇
六–

四
七
〇
八–

五
二
二
五

F
A
X 

〇
六–

六
二
二
六–

五
六
八
〇

多
田
製
茶
株
式
会
社

代
表
取
締
役

多
田
高
明

〒573-0163

枚
方
市
長
尾
元
町
一–

四
〇–

一

T
E
L 

〇
七
二–

八
五
七–

六
〇
五
六

F
A
X 

〇
七
二–

八
五
〇–

二
一
二
二

仲
光
男
税
理
士
事
務
所

税

理

士

仲

　光
男

〒576-0041
交
野
市
私
部
西
二–

一
三–

一
八 

諏
訪
ビ
ル

T
E
L 

〇
七
二–

八
九
三–

五
五
〇
〇

F
A
X 

〇
七
二–

八
九
三–

五
三
〇
〇

ひ
ろ

か
ず

中
谷
廣
一
税
理
士
事
務
所

税

理

士

中
谷
廣
一

〒572-0063

寝
屋
川
市
春
日
町
八–

一
三

T
E
L 

〇
七
二–

八
二
八–

九
九
一
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
二
八–

八
八
二
二

株
式
会
社
た
ま
ゆ
ら

代
表
取
締
役

社

長

岡
本

　哲

〒573-0094

枚
方
市
南
中
振
三–

五–

一

T
E
L 

〇
七
二–

八
三
四–

二
二
二
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
三
四–

〇
〇
九
一

司
電
機
産
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

三
好
里
美

〒573-0137

枚
方
市
春
日
北
町
一–

一
三–

六

T
E
L 

〇
七
二–

八
五
八–

五
六
七
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
五
八–

四
四
三
六

日
本
ペ
イ
ン
ト
・
オ
ー
ト
モ
ー
テ
ィ
ブ

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

枚
方
事
業
所
長

仲
尾
泰
治

〒573-1153

枚
方
市
招
提
大
谷
二–
一
四–

一

T
E
L 

〇
七
二–

八
五
七–
五
五
三
〇

F
A
X 

〇
七
二–

八
五
七–
〇
〇
〇
七

株
式
会
社
ニ
ュ
ー
コ
マ
ン
ダ
ー
ホ
テ
ル

代
表
取
締
役

堀
田
逸
平

〒572-0836

寝
屋
川
市
木
田
町
一
七–

四

T
E
L 

〇
七
二–

八
二
三–

七
〇
〇
〇

F
A
X 

〇
七
二–

八
二
一–

〇
六
二
三

日
本
保
安
管
理
保
障
株
式
会
社

〒573-0126

枚
方
市
津
田
西
町
二–

三
三–

三

T
E
L 

〇
七
二–

八
五
八–

五
三
〇
一

F
A
X 

〇
七
二–

八
五
八–

〇
六
六
九

代
表
取
締
役

社

　
長

緒
方
秀
樹
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長
谷
川
精
機
株
式
会
社

長
谷
川
哲
也

代
表
取
締
役

社

　
長

長
谷
川
圭
一
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◆LINEからのニュース投稿機能について！ ◆プレゼント特集（ご提供頂ける事業所）募集

LINEから手軽にニュース作成と投稿が出来ます！
ぜひ、ご活用ください！

地域ポータルサイトのプレゼントコーナー!!
プレゼント提供を頂ける事業所様を募集中。
コーナーでは、屋号と事業内容について
無料掲載させて頂きます。
https://hirakata.mypl.net/article/present_kitaosakaランチ、デザートなどのイチオシ特集に参加しませんか

◆イチオシ特集・掲載募集 掲載無料！

枚方市産業振興キャラクター
ひこぼしくんまいぷれ通信まいぷれ通信

地域ポータルサイト

交野市産業PRキャラクター
おりひめちゃん

寝屋川市のマスコットキャラクター
はちかづきちゃん

こんな情報発信しています

会員の皆様が知っている何気ない情報、地元の人に知ってほしいとっておきの話。「まいぷれ」を使えばみんなに伝えられます。
それを知った誰かが、もっと街を好きになれるはずです。まいぷれは、地域に密着した情報をホームページでお届けしています。

まいぷれでまいぷれで

スパバレイ 枚方南は枚方市の津田サイエンスヒルズにあるスー
パーリゾート・スーパー銭湯です。
温かいお風呂、高温サウナ、ゆったり癒しの岩盤浴、健康食を提
供するレストラン、パーソナルトレーニングもできるフィットネ
ス。健康づくりに欠かせない「動・食・整・癒・憩」の５つの要素
を１か所で楽しめるのがスパバレイ 枚方南です。
フィットネスで運動して、ゆっくりお風呂に入って頂く、また、ご
家族で岩盤浴でのんびりした後、レストランでお食事を楽しんで頂
く等、思い思いの使い方でおくつろぎください。秋にはリニューア
ルオープンを予定しています。こちらも是非お楽しみに。

-----ポータルサイト活用について、感想をお聞かせください。
まいプレゼントとして、毎月「入浴券」を提供しています。それを持って来てくださるお客様がいて、まいぷれを見て頂いているのがわ
かります。まいぷれニュースにはイベントやお得な情報なども掲載していきますので、ぜひご覧ください。
-----スパバレイ 枚方南　部長　小澤 様 お声を聞かせて頂きありがとうございました。

〜 スパバレイ 枚方南 〜

名　　称：スパバレイ 枚方南
住　　所：枚方市津田山手１-24-１
電話番号：072-808-4126

ひらかたポイント協力店

お問い合わせ　まいぷれ事務局　TEL：072-841-1200

地域ポータルサイトを活用しませんか？
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枚方市尊延寺899-2

お気軽にマイクロバスを使ってみませんか？

有限会社山口バス
0120-84-3306

定期便契約承ります

〒571-0074 大阪府門真市宮前町8-9
TEL：072-881-3306　FAX：072-881-3344
E-mail：info@yamaguchi-bus.jp
http://www.yamaguchi-bus.jp

〈トヨタ〉ハイエースコミューター
定員14名 〈三菱〉ローザ（トランク付き） 定員24名

〈三菱〉ローザ 定員25名 〈三菱〉エアロミディ
定員24名

少人数での送迎や観光に… 各種送迎に… 旅行や観光に…
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SAN ESU MOTORS

建物の様々な管理にお困りのオーナー様に朗報!!

一般労働者派遣随時登録┃清掃・警備・設備社員随時募集

■総合ビル管理■病院清掃■警備業務■一般労働者派遣 etc.お気軽にお問合せ下さい。

地元で愛され56年、更なる安心・安全で皆様に貢献していきます

ビル・病院・施設等の総合管理
我々が一括管理致します。

TEL.072-834-2927
枚方市出口３-１-20（FAX.072-834-0417）

大建管理株式会社
URL http://www.daikenkk.com/
E-mail daikenkk@ninus.ocn.ne.jp



会 員 限 定
折込広告・広告掲載サービス 北大阪商工会議所北大阪商工会議所  4,000会員4,000会員ににPRPRしませんか！しませんか！
会報誌『The NORTH』は、北大阪商工会議所の皆さまをはじめ、官公庁や全国主要
商工会議所等4,000社・団体に送付しています。
会員企業の皆様に直接お届けしますので、企業・団体向けのPRに最適です。

《こんなPRはいかがですか？》
◆ 自社PR・事業内容のご案内　　◆ 新商品・新サービスのご案内
◆ 各種イベント、セミナー等のご案内　　◆ 季節商品・各種宴会プランのご案内 　など

※‌�なお、会報誌に同封・掲載に際しては所内での審査が必要となりますので、あらかじめご了承ください。

お申込み・お問合せは 北大阪商工会議所 総務部 総務課　
〒573-1159 枚方市車塚１-１-１　輝きプラザきらら６階　枚方市立地域活性化支援センター内
ＴＥＬ 072-843-5151　ＦＡＸ 072-841-0173

広告チラシ同封サービス 折込料金（１種類あたり）
サイズ B5 A4 B4（２つ折） A3（２つ折）

会　　員 41,800円 62,700円 83,600円 125,400円

会員以外 83,600円 104,500円 167,200円 209,000円

広告掲載サービス 広告掲載料（月額）
場所 / サイズ １ページ 1/2ページ 1/4ページ

表紙裏 44,000円

背表紙裏 38,500円

記事中 28,600円 14,300円 7,150円

プレスリリースとは、報道機関に向けて情報の提供・告知・発表を行うことです。「プレス」は報道機関、「リ
リース」は提供・告知・発表を意味しています。このプランでは北大阪商工会議所がお申込みいただいた事業所の
紹介記事をライティングし、取りまとめて告知を発表することにより、公のプレスにアプローチすることができ
ます。各種報道機関の目に留まれば、テレビや新聞、ラジオなどに貴社の情報が掲載されるかもしれません。ま
た、基本メニューとして当所のウェブサイトにプレスの内容を掲載させていただきますので、自社のウェブ上の告
知としてご活用いただくこともできます。

当プランでは、同時に北大阪商工会議所の公式LINEアカウントでの広告や会報誌での広告も連動できます。残
念ながら報道機関に取り上げられなかった場合でも4,000の会員企業や北大阪の企業人1,900人の端末へダイレ
クト広告を発信することができます。この機会にぜひご活用ください！

プレスリリースサービス、LINE広告を始めます！
北大阪商工会議所

お申込みは↓までご連絡を！
詳細をご連絡させていただきます。

北大阪商工会議所 総務部
The NORTH 編集室

TEL：072-843-5151　FAX：072-841-0173　Mail：north@kocci.or.jp※必ず報道機関に取り上げられることを保証するものではございませんのでご了承ください。

料金
　33,000円／回（税込）
頻度・締切
‌�　月１回、毎月15日締め切り、
　毎月１日発信

プラン④

プレス
リリース

North Web
サイト掲載

ウェブ上に告知のベースを
掲載したい方におススメ！

料金
　33,000円／回（税込）
頻度・締切
　月１回、毎月15日締め切り、
　毎月１日発信

プラン⑤

LINE
広告

North Web
サイト掲載

低コストで迅速なB to B
広告をご希望の方におススメ！

料金
　99,000円／回（税込）
頻度・締切
　月１回、毎月15日締め切り、
　毎月１日発信

プラン①

プレス
リリース

LINE
広告

North Web
サイト掲載

会報チラシ
折込

おススメ！
29,700円お得！

料金
　88,000円／回（税込）
頻度・締切
‌�　月１回、毎月15日締め切り、
　毎月１日発信

プラン②
プレス
リリース

LINE
広告

North Web
サイト掲載

会報誌
広告※

おススメ！
22,000円お得！

※表２もしくは表３、枠に空きがある月のみ可能

料金
　55,000円／回（税込）
頻度・締切
‌�　月１回、毎月15日締め切り、
　毎月１日発信

プラン③

プレス
リリース

LINE
広告

North Web
サイト掲載

おススメ！
11,000円お得！

会員事業所限定!!

肉の松阪サンプラザ店にテーブル個室が誕生

営業時間
11：00～14：30
17：00～21：00

世紀の予算額！ 事業再構築補助金
一緒に将来へのビジョン、事業計画、策定しませんか！
（認定経営革新等支援機関　第8号認定2013年8月15日）
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Trivia

令和５年７･８月号
発行所／北大阪商工会議所

〒573-1159 枚方市車塚１丁目１-１ 輝きプラザ「きらら」６Ｆ 枚方市立地域活性化支援センター内
TEL：072-843-5151　FAX：072-841-0173　Mail：north＠kocci.or.jp

TheNORTH

1 位　安倍晋三回顧録	 安 倍 晋 三 著(中央公論新社 ¥1,980)

2 位　ゼロからの資本論	 斎 藤 幸 平 著(ＮＨK出版 ¥1,023)

3 位　半導体戦争	 クリス・ミラー著(ダイヤモンド社 ¥2,970)

4 位　音楽と生命
坂 本 龍 一 ・ 福 岡 伸 一 著(集英社 ¥2,200)

5 位　現代思想入門	 千 葉 雅 也 著(講談社　　 ¥990)

地域の統計

新規求人倍率

1.9
2.1
2.3

1.7
1.5
1.3
1.1
0.9
0.7

管内

大阪

全国

1.10

2.70

2.23

2.5
2.7
2.9
3.1

４月３月２月R５.１月12月R４.11月
管内については原数値、大阪・全国については季節調整値

有効求人倍率

1.0

1.2
1.4

0.8

0.6

0.4

全国
大阪

管内 0.61

1.32
1.331.41.4

1.6

1.8

2.0

４月３月２月R５.１月12月R４.11月

※住民基本台帳法改正により、総人口を表記しています。人口（４月末人口）
40万

30万

20万

10万

総人口 世帯数男 女

枚 方 市395,460

189,250 206,210
185,617

20万

10万

総人口 世帯数男 女

寝屋川市226,585

109,178 117,407 112,429

10万

5万

総人口 世帯数男 女

交 野 市

77,251

37,117 40,134
33,882

2023年５月20日～ 2023年５月26日㈱野村呼文堂　TEL.072-843-0221
ビジネス書ランキングビジネス書ランキングRanking


